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室町
期
荘
園
は
在
地
領
主
制
展
開
の
場
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
時
期
固
有
の
荘
園
　
　
　
人
・
守
護
方
と
も
一
程
度
の
接
近
を
進
め
、
次
第
に
村
落
か
ら
離
脱
し
て
独
自
の
社
会
権
力
形
成
を

支
配
のあ
り
か
た
が
独
自
の
問
題
と
し
て
追
求
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
本
稿
は
こ
う
　
　
　
　
志
向
し
つ
つ
あ
っ
た
。
代
官
請
の
下
で
荘
園
は
こ
の
よ
う
な
階
層
に
よ
り
存
続
し
つ
づ
け
て
い
る
の

し
た
反
省
の
う
え
に
、
遠
江
国
浜
名
湖
周
辺
の
荘
園
・
御
厨
を
と
り
あ
げ
て
、
年
貢
請
負
代
官
の
下
　
　
　
で
あ
り
、
本
年
貢
は
守
護
方
課
役
と
と
も
に
負
担
さ
れ
て
い
る
。

で
、
村
落
・
作
人
と
接
し
て
活
動
す
る
荘
官
（
在
地
荘
官
）
の
存
在
形
態
を
考
察
対
象
と
し
、
こ
の
　
　
　
　
こ
の
在
地
荘
官
層
は
村
落
レ
ベ
ル
の
寺
社
祭
祀
・
仏
神
田
知
行
の
慣
習
的
社
会
関
係
を
自
己
の
権

時
期
の
荘
園
支
配
を
ど
の
よ
う
に
支
え
て
い
た
か
、
と
い
う
問
題
を
解
明
し
よ
う
と
試
み
た
。
　
　
　
　
　
益
に
転
化
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
と
し
て
荘
園
本
年
貢
納
入
（
取
次
）
を
遂
行
し
て

　
こ
の
時
期
の
荘
園
は
守
護
制
と
併
存
し
て
お
り
、
本
年
貢
と
守
護
方
課
役
の
全
体
的
調
整
が
荘
務
　
　
　
　
い
る
の
で
あ
り
、
守
護
方
課
役
の
負
担
も
職
務
化
し
て
い
た
。
錯
綜
し
た
支
配
関
係
に
あ
る
荘
園
を

の中
心
に
な
っ
て
い
た
が
、
現
地
で
は
代
官
と
在
地
荘
官
が
こ
れ
を
担
っ
て
い
た
。
蒲
御
厨
で
は
公
　
　
　
　
舞
台
と
し
て
、
そ
れ
に
寄
生
し
再
編
し
つ
つ
、
社
会
的
権
勢
を
築
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

文
職
に
依
拠
し
た
在
地
有
力
層
が
荘
務
遂
行
の
慣
習
化
の
な
か
で
富
を
蓄
積
し
て
お
り
、
こ
れ
を
否

定
す
る
代
官
応
嶋
氏
と
対
立
し
た
。
ま
た
大
福
寺
領
で
は
、
本
年
貢
徴
収
権
を
と
も
な
う
名
本
が
在

地有
力
層
に
集
積
さ
れ
て
ゆ
く
。
か
れ
ら
荘
官
職
を
集
積
す
る
階
層
は
、
荘
園
本
年
貢
と
増
加
傾
向

に
あ
る
守
護
方
課
役
の
全
体
的
負
担
を
調
整
す
る
な
か
で
、
村
落
側
の
利
益
を
代
表
し
つ
つ
、
国

4
9
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は
じ
め
に

　
室

町
時
代
の
荘
園
制
は
解
体
期
に
あ
る
、
と
一
般
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の

解
体
の
イ
メ
ー
ジ
は
成
立
期
に
く
ら
べ
て
明
瞭
で
な
い
。
南
北
朝
期
に
始
ま
る
解

体
過
程
の

イ
メ
ー
ジ
が
室
町
・
戦
国
期
ま
で
ひ
き
づ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。

こ
の
原
因
は
、
荘
園
解
体
の
問
題
を
、
在
地
領
主
制
（
地
域
的
封
建
制
）
進
展
の
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

題

と
し
て
把
握
す
る
と
い
う
研
究
視
角
に
あ
る
と
思
う
。
荘
園
解
体
が
、
荘
園
自
体

の

問
題
と
し
て
追
求
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
南
北
朝
内
乱
を
経
る
な
か
で
、
荘
園
は
本
所
一
円
領
・
武
家
領
に
編
成
替
え
さ
れ

　
　
（
2
）

て

い

き
、
幕
府
・
守
護
制
と
妥
協
あ
る
い
は
協
調
し
つ
つ
存
続
し
て
い
る
、
と
い
う

こ
と
は
、
学
会
で
ほ
ぼ
共
通
し
た
認
識
で
あ
ろ
う
。
ま
た
具
体
的
問
題
と
し
て
は
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

家
領
や
本
所
一
円
領
に
お
け
る
代
官
請
の
進
行
が
議
論
さ
れ
て
い
て
、
禅
僧
・
商
人

に
よ
る
荘
経
営
の
あ
り
方
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
戦
国
大
名
検
地
を
め
ぐ
る
議
論
の
な
か
で
、
と
く
に
今
川
領
国
に
お
い
て
、

検
地

に
よ
り
荘
園
制
（
名
制
度
）
が
否
定
（
解
体
）
さ
れ
た
の
か
否
か
が
議
論
さ
れ

　
　
（
4
）

て

い

る
。
荘
園
（
名
）
の
戦
国
初
期
に
お
け
る
存
続
が
、
そ
こ
で
は
、
自
明
の
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
が
、
室
町
～
戦
国
初
期
の
荘
園
自
体
の
あ
り
方
は
検
討
対
象
に
入
っ

て

い
な
い
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
室
町
時
代
に
お
け
る
荘
園
制
の
あ
り
方
を
、
荘
園
自
体
の
問

題

と
し
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
が
、
代
官
請
の
下
で
荘
園
現
地
経
営
を
支
え
て

い

た
荘
園
層
に
焦
点
を
あ
て
て
み
た
い
。
村
落
に
拠
点
を
も
ち
つ
つ
、
荘
官
職
を
も

持
っ
て
い
る
存
在
が
荘
園
現
地
を
ど
の
よ
う
に
支
え
つ
つ
、
ま
た
守
護
方
と
調
整
し

つ

つ

、
荘
園
の
枠
組
を
ど
う
利
用
し
て
い
た
の
か
。
こ
の
時
期
の
、
こ
の
よ
う
な
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

在
を
「
沙
汰
人
」
と
し
て
範
疇
化
し
よ
う
と
す
る
研
究
も
あ
る
が
、
村
落
と
荘
園
制

（
さ
ら
に
守
護
制
）
と
の
接
点
に
立
つ
存
在
で
あ
り
、
本
稿
で
は
「
在
地
荘
官
」
と

し
て
お
き
た
い
。

　
具
体
的
な
考
察
対
象
と
し
て
は
、
室
町
期
に
代
官
請
が
進
展
し
た
地
域
で
あ
り
、

守
護
勢
力
の
荘
園
関
与
の
あ
り
方
も
検
討
で
き
、
ま
た
戦
国
検
地
の
議
論
の
場
と

な
っ
た
、
浜
名
湖
周
辺
地
帯
（
東
寺
領
原
田
荘
・
村
櫛
荘
、
東
大
寺
領
蒲
御
厨
、
伊

勢
神
宮
領
浜
名
神
戸
内
大
福
寺
所
領
）
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

0
代
官
知
行
と
守
護
方
関
与
　
　
東
寺
領
原
田
荘
細
谷
郷
・
村
櫛
荘

　
遠
江

国
原
田
荘
細
谷
郷
・
同
村
櫛
荘
最
勝
光
院
方
は
、
一
四
世
紀
末
～
一
五
世
紀

前
半
に
東
寺
が
荘
務
権
を
得
て
い
た
が
、
現
地
支
配
は
請
負
代
官
に
よ
っ
て
担
わ
れ

て

い

た
。
こ
の
二
荘
の
代
官
の
人
物
像
に
つ
い
て
は
村
井
章
介
に
よ
っ
て
詳
し
い
検

　
　
　
　
　
（
6
）

討
が
加
え
ら
れ
、
在
地
武
士
・
在
地
寺
庵
・
在
地
商
人
さ
ら
に
京
都
の
僧
が
起
用
さ

れ
て

い

る
が
、
斯
波
義
教
の
遠
江
守
護
就
任
（
応
永
十
二
年
、
一
四
〇
五
）
以
降
は

守
護
方
勢
力
の
代
官
が
多
く
な
る
傾
向
に
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
原
田
荘
・
村
櫛
荘
の
請
負
代
官
が
守
護
方
勢
力
に
な
る
と
、
こ
の
時
期
の
荘
園
現

地
経
営
に
は
、
領
主
た
る
東
寺
の
意
向
と
と
も
に
、
守
護
側
か
ら
の
要
望
が
影
響
し

て

く
る
と
予
想
さ
れ
る
。
代
官
は
、
東
寺
領
荘
園
と
し
て
請
切
年
貢
（
銭
）
を
納
入

す
る
と
と
も
に
、
守
護
方
に
も
荘
園
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、

荘
園
を
場
と
し
て
荘
園
領
主
支
配
と
守
護
支
配
が
共
存
し
て
い
る
。
荘
園
領
主
（
東

寺
）
側
も
、
守
護
方
と
協
調
し
つ
つ
、
あ
る
い
は
守
護
方
に
依
存
し
つ
つ
、
知
行
を

展
開
し
て
い
く
ほ
か
な
い
。

　
そ
こ
で
、
室
町
期
に
お
い
て
（
こ
こ
で
は
一
四
世
紀
後
半
～
一
五
世
紀
中
頃
）
、

代
官
が
守
護
方
の
人
物
で
な
い
時
期
も
含
め
、
荘
園
現
地
経
営
に
守
護
方
が
ど
の
よ

う
に
関
与
し
、
そ
の
な
か
で
代
官
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
て
い
る
か
、
整
理
し

て

お
き
た
い
。

　

1
　
現
地
で
の
違
乱
を
停
止

　
一
四
世
紀
末
、
原
田
荘
細
谷
郷
領
家
年
貢
米
に
つ
き
、
原
遠
江
守
が
違
乱
し
、
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

寺
雑
掌
は
守
護
今
川
氏
に
訴
え
、
今
川
仲
秋
は
違
乱
停
止
を
守
護
代
長
瀬
に
命
じ
た
。
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（
8
）

原
遠
江
守
は
同
郷
領
家
本
所
年
貢
を
賦
課
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
確
め
ら
れ
、

他

に
も
原
姓
の
年
貢
負
担
者
が
四
人
い
る
。
原
氏
は
原
田
荘
地
頭
で
あ
っ
た
が
、
こ

の

時
期
に
は
庶
子
が
分
立
し
て
、
細
谷
郷
の
年
貢
負
担
者
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

原
遠
江
守
の
年
貢
違
乱
は
損
亡
を
理
由
に
し
て
い
る
が
、
守
護
は
こ
の
違
乱
を
禁
じ

て

い
る
。

　

2
　
年
貢
未
進
問
題
に
関
与

　

明
徳
四
年
十
一
月
、
村
櫛
荘
代
官
深
井
入
道
（
瑞
勝
）
の
年
貢
未
進
が
守
護
方
に

訴
え
ら
れ
、
守
護
被
官
は
守
護
代
（
長
瀬
）
に
対
し
て
、
深
井
を
召
し
出
し
、
年
貢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

を
納
入
さ
せ
る
よ
う
、
求
め
て
い
る
。
深
井
は
現
地
武
士
か
と
思
わ
れ
る
が
、
守
護

方
の
人
物
か
否
か
、
定
か
で
な
い
が
、
同
年
十
二
月
十
三
日
に
は
未
進
状
況
・
経
緯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

を
新
左
衛
門
尉
殿
に
報
告
し
て
い
る
。
深
井
は
そ
の
中
で
「
此
子
細
東
寺
御
使
二
委

細
令
申
候
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
陳
情
の
名
宛
人
（
新
左
衛
門
尉
）
は
東
寺
系
統

の
人

物
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
守
護
今
川
系
の
人
物
で
あ
ろ
う

が
、
こ
う
し
て
代
官
の
年
貢
未
進
問
題
は
守
護
方
の
関
与
に
よ
り
解
決
に
向
っ
た
の

で
あ
る
。

　
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
、
原
田
荘
細
谷
郷
・
村
櫛
荘
と
も
に
代
官
に
よ
る
年
貢

未
進
が
東
寺
（
最
勝
光
院
方
）
で
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
細
谷
郷
で
は
道
伊
（
在
地

商
人
）
が
代
官
で
あ
っ
た
が
、
守
護
代
甲
斐
氏
被
官
（
弥
阿
弥
）
に
替
え
る
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

光

明
院
尭
秀
兄
天
野
某
に
預
け
る
こ
と
が
評
議
さ
れ
、
そ
の
年
貢
未
進
を
国
方
（
守

護
方
）
へ
訴
え
出
ん
と
し
た
。
こ
の
国
方
へ
の
出
訴
は
「
細
谷
代
官
道
伊
未
進
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

難
訴
国
方
、
国
奉
行
田
根
内
々
成
望
之
間
、
不
可
事
行
欺
」
と
一
た
ん
は
断
念
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

が

ら
、
申
状
案
（
土
代
）
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
細
谷
郷
年
貢
確
保
を
、
守
護
方
の

「国
奉
行
」
（
国
代
官
）
田
根
に
頼
っ
て
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
一
方
の
村
櫛
荘
で
は
、
東
寺
最
勝
光
院
方
は
年
貢
未
進
催
促
を
解
決
せ
ん
と
、
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

根
性
祐
・
甲
斐
常
治
に
依
頼
し
て
い
る
。
田
根
は
国
代
官
で
あ
り
、
甲
斐
は
在
京
守

護
代
で
あ
る
。
無
沙
汰
に
関
わ
っ
て
い
る
天
竜
寺
・
徳
太
寺
家
へ
の
圧
力
を
求
め
て

い

る
の
で
あ
る
。
（
天
竜
寺
は
地
頭
職
、
徳
大
寺
家
は
領
家
職
）
。

　

さ
ら
に
天
竜
寺
に
よ
る
村
櫛
荘
年
貢
未
進
に
つ
い
て
は
、
文
安
元
年
（
一
四
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

四
）
閏
六
月
に
も
、
田
根
（
性
祐
）
に
あ
っ
せ
ん
を
依
頼
し
て
い
る
。
田
根
は
甲
斐

常
治
被
官
で
あ
り
「
国
奉
行
」
で
も
あ
る
が
、
都
鄙
往
反
し
て
都
で
の
活
動
に
も
力

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
荘
園
本
所
年
貢
未
進
問
題
解
決
に
は
、
荘
園
現
地
で
勢
力
を
も
つ

守
護
方
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
く
に
「
国
奉
行
」
（
国
代
官
）
た
る

田
根
性
祐
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
大
き
く
、
ま
た
京
都
で
の
問
題
解
決
に
は
在
京
守
護

代
を
動
か
す
必
要
も
あ
っ
た
。
荘
園
年
貢
未
進
問
題
は
京
ー
田
舎
の
両
方
で
の
解
決

努
力
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
守
護
方
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

3
　
国
方
課
役

　

応
永
八
年
（
一
四
〇
一
）
十
二
月
九
日
、
原
田
荘
細
谷
郷
代
官
鈴
蔵
常
喜
は
「
原

民
部
丞
の
跡
を
長
瀬
美
濃
の
入
道
と
の
去
九
月
よ
り
知
行
候
」
と
述
べ
、
細
谷
郷
内

原
民
部
丞
跡
地
を
守
護
（
今
川
氏
）
代
長
瀬
美
濃
の
知
行
下
に
入
っ
た
こ
と
を
報
じ

る
と
と
も
に
、
「
又
九
月
三
日
一
二
二
貫
三
百
文
、
国
平
均
之
事
に
て
国
方
へ
め
さ
れ

て

候
、
そ
の
内
三
百
文
ハ
か
ゑ
ち
ん
と
て
請
取
こ
の
せ
ら
れ
す
候
程
に
、
御
結
解
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

ハ
立
申
さ
す
候
、
彼
此
都
合
五
貫
百
廿
七
文
御
年
貢
之
内
減
し
入
候
」
と
国
方
（
守

護
方
、
今
川
氏
）
か
ら
の
課
役
に
つ
い
て
寺
家
に
報
告
し
て
い
る
。
「
国
平
均
」
に

懸
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
国
方
課
役
負
担
に
よ
り
本
年
貢
が
減
少
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
応
永
二
十
年
（
一
四
＝
二
）
に
も
「
国
役
事
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

…
於
国
沙
汰
仕
候
、
相
残
分
御
年
貢
納
申
候
」
と
細
谷
郷
所
務
代
永
光
（
代
官
は
圭

密
）
が
言
う
よ
う
に
、
国
役
・
年
貢
両
方
沙
汰
が
代
官
の
裁
量
で
展
開
し
て
い
る
。

　
ま
た
遠
江
守
護
が
斯
波
義
教
と
な
っ
て
い
た
応
永
十
三
年
に
は
「
国
方
の
お
も
て

つ
き
と
し
て
、
夫
や
く
の
事
、
正
月
四
日
京
都
へ
ね
ん
し
人
の
御
礼
の
時
あ
た
り
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
洛
〕

ま
た
ふ
し
へ
御
ま
い
り
時
あ
て
ら
れ
候
、
又
三
月
京
都
へ
御
上
格
之
時
、
両
三
度
分

　
　
　
　
　
　
　
　
（
領
）
　
　
　
　
　
　
（
惣
　
　
郷
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
地
下
）

五
貫
百
八
十
文
御
り
や
う
の
分
こ
そ
う
か
う
に
く
わ
・
り
候
て
、
ち
け
よ
り
と
り
さ

　
（
1
9
）

た
候
」
と
、
原
頼
氏
が
寺
家
に
報
じ
て
い
る
。
原
頼
氏
は
代
官
鈴
蔵
（
常
喜
）
の
意

向
を
う
け
て
上
洛
し
、
安
居
院
大
宮
（
く
わ
う
か
く
寺
）
辺
に
宿
を
と
っ
て
い
る
。
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こ
こ
に
は
守
護
方
か
ら
の
夫
役
（
代
銭
）
徴
収
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
国

や

く
ハ
、
へ
ち
き
に
御
申
さ
た
候
ハ
て
ハ
、
し
・
あ
る
ま
し
く
候
、
こ
の
よ
し
を

　
（
鈴
蔵
）

す
・
く
ら
方
よ
り
も
又
め
ん
く
地
下
人
在
京
の
事
に
候
ほ
と
こ
こ
ん
か
う
わ
う
い

ん

と
の
へ
も
申
さ
れ
候
へ
と
て
、
こ
し
ゆ
こ
た
い
中
の
は
う
さ
い
そ
く
を
の
ほ
せ
候

　
　
　
　
（
2
0
）

ほ
と
二
進
候
」
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
小
守
護
代
（
な
か
の
は
う
）
が
賦
課
し
た

の

で

あ
っ
た
。
小
守
護
代
は
現
地
代
官
と
思
わ
れ
る
が
、
夫
役
徴
取
に
際
し
、
代
官

鈴
蔵
と
の
や
り
と
り
な
ど
か
ら
、
京
都
に
夫
役
催
促
状
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
時

の

代
官
は
鈴
蔵
で
あ
る
が
（
彼
は
応
永
十
三
年
死
去
）
、
鈴
蔵
老
年
の
時
期
の
も
の

で
、
守
護
は
今
川
氏
か
ら
斯
波
氏
へ
の
交
替
期
（
応
永
十
一
年
）
で
あ
る
（
ど
ち
ら

か
不
詳
）
。

　
国
方
（
守
護
方
）
か
ら
の
課
役
・
夫
役
（
銭
）
賦
課
が
あ
る
と
、
現
地
代
官
は
守

護
方
と
交
渉
し
て
、
減
額
を
求
め
る
動
き
が
求
め
ら
れ
、
守
護
所
へ
出
向
く
こ
と
多

く
な
る
。
と
こ
ろ
が
「
身
の
事
も
す
・
く
ら
と
し
ま
か
り
よ
り
候
て
、
在
府
な
と
の

事
も
か
な
い
か
た
く
候
よ
し
申
候
て
、
ち
け
の
事
を
も
さ
し
あ
ひ
の
時
ハ
、
ミ
て
た

ひ

候
へ
と
申
さ
れ
候
間
」
と
原
頼
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
高
齢
故
に
守
護
所
出
仕
が

で

き
ず
、
地
下
（
原
田
荘
）
で
の
問
題
が
起
き
て
も
消
極
的
姿
勢
に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
、
請
負
代
官
は
守
護
所
に
も
出
仕
し
て
、
様
々
な
交
渉
を
展
開
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

4
　
幕
府
系
課
役
の
現
地
沙
汰

　
応
永

十
九
年
、
幕
府
は
大
嘗
会
段
銭
を
遠
江
国
に
課
し
、
守
護
代
甲
斐
祐
徳
は
国

内
諸
荘
に
そ
の
負
担
を
求
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

　
原
田
荘
に
つ
い
て
は
、
金
剛
王
院
光
演
か
ら
東
寺
供
僧
中
に
働
き
か
け
が
あ
り
、

原
田
荘
雑
掌
（
代
官
）
が
「
大
嘗
米
段
銭
催
促
難
堪
之
由
」
を
幕
府
に
申
し
入
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

段
銭
催
促
中
止
が
守
護
代
（
甲
斐
祐
徳
）
に
命
じ
ら
れ
、
甲
斐
か
ら
は
大
谷
豊
前
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

道
・
狩
野
七
郎
左
衛
門
尉
に
中
止
が
命
じ
ら
れ
た
。
大
谷
豊
前
・
狩
野
七
郎
左
衛
門

尉
は

現
地
で
段
銭
徴
収
に
当
っ
て
い
た
人
物
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
応
永
十
九
年
は
原
田
荘
細
谷
郷
で
は
催
促
中
止
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
も
幕

府
主
催
段
銭
が
遠
江
国
に
課
さ
れ
た
例
は
多
い
。
応
永
三
十
四
年
十
月
に
は
石
清
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

八
幡
宮
行
幸
供
奉
雑
隼
人
人
別
銭
が
尾
張
・
遠
江
に
課
さ
れ
、
享
徳
二
年
十
一
月
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

遠
江

国
段
銭
が
東
寺
実
相
寺
造
営
料
に
宛
て
ら
れ
、
康
正
二
年
に
は
内
裏
造
営
料
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

し
て
遠
江
国
所
々
よ
り
段
銭
が
納
入
さ
れ
て
い
る
。
康
正
二
年
の
例
で
は
沙
汰
は

「甲
斐
美
濃
」
で
あ
り
、
守
護
代
で
あ
る
。

　
幕
府
主
催
の
諸
国
段
銭
が
、
遠
江
国
に
も
課
さ
れ
、
守
護
代
か
ら
納
入
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
守
護
勢
力
に
よ
る
現
地
で
の
段
銭
徴
収
の
展
開
を
意
味
し
て
い
る
。
荘

園
側
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
段
銭
を
負
担
す
る
こ
と
は
年
貢
未
進
の
原
因
と
な
る
わ

け
で
あ
る
が
、
ま
た
負
担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
幕
府
ー
守
護
側
と
の
良
好
な
関
係
を

維
持
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

　

こ
う
し
て
荘
園
年
貢
と
守
護
方
・
幕
府
方
課
役
の
双
方
を
負
担
す
る
と
い
う
シ
ス

テ

ム

に
入
る
の
で
あ
り
、
請
負
代
官
は
こ
の
調
整
に
悩
む
と
こ
ろ
と
な
る
。
そ
れ
は

地
下
（
代
官
の
下
で
年
貢
・
課
役
を
直
接
負
担
す
る
人
々
）
に
も
同
様
の
問
題
に

な
っ
て
い
た
、
と
想
定
さ
れ
よ
う
。

②
在
地
荘
官
層
の
存
在
形
態
　
　
蒲
御
厨
の
公
文

　
蒲
御
厨
（
伊
勢
神
宮
領
）
は
、
地
頭
職
が
没
収
さ
れ
て
、
室
町
幕
府
（
足
利
義

満
）
か
ら
東
大
寺
に
寄
進
さ
れ
た
（
明
徳
二
年
）
。
東
大
寺
か
ら
は
祥
周
上
人
が
現

地

に
下
向
し
て
、
年
貢
収
納
の
た
め
の
台
帳
が
作
成
さ
れ
、
一
五
世
紀
前
半
に
は
、

　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

年
貢
が
確
保
さ
れ
た
。
荘
務
は
請
負
代
官
が
担
っ
て
い
た
が
、
守
護
方
の
人
物
が
代

官
に
起
用
さ
れ
る
と
、
時
に
、
現
地
の
公
文
・
百
姓
等
と
衝
突
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ

た
。　

蒲
御
厨
を
支
え
て
い
た
現
地
（
在
地
）
荘
官
た
る
公
文
に
つ
い
て
は
、
先
駆
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

は
菊
池
武
雄
の
研
究
が
あ
り
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
大
山
喬
平
の
包
括
的
研
究
が
提
示

　
　
　
（
2
9
）

さ
れ
て
い
て
、
社
会
経
済
史
的
研
究
と
し
て
は
議
論
が
尽
さ
れ
た
感
が
あ
る
。
た
だ

一
五
世
紀
中
葉
の
蒲
御
厨
諸
公
文
の
存
在
形
態
・
動
向
が
戦
国
期
と
の
対
比
で
扱
わ
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れ
て

お
り
、
室
町
期
固
有
の
検
討
と
い
う
意
識
が
よ
わ
い
。

　

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
室
町
期
段
階
に
お
い
て
、
蒲
御
厨
知
行
を
支
え
て
い
た
請

負
代
官
と
諸
公
文
が
荘
園
制
的
職
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
き
な
が
ら
、
本
年
貢
・
守

護
方
課
役
を
負
担
す
る
構
造
を
形
成
し
て
い
た
か
、
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
蒲

御
厨
代
官
応
嶋
久
重
と
蒲
公
文
と
の
関
係
を
考
察
し
な
が
ら
、
諸
公
文
の
権
益
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

1
　
代
官
応
嶋
氏
と
公
文
と
の
対
立
面

　

応
嶋
氏
は
遠
江
守
護
斯
波
氏
に
連
な
る
守
護
方
の
人
物
で
あ
る
が
、
蒲
御
厨
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

「応

嶋
方
廿
余
年
御
代
官
候
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
約
二
十
年
間
代
官
の
地
位
に

あ
っ
た
。
従
来
の
研
究
は
、
応
嶋
氏
が
代
官
を
改
易
さ
れ
る
直
前
に
展
開
し
た
動
き

を
考
察
し
て
き
た
が
、
現
地
で
代
官
と
公
文
の
協
調
的
関
係
が
展
開
し
た
時
期
も

あ
っ
た
（
後
述
）
。
こ
の
協
調
関
係
か
ら
敵
対
関
係
へ
の
転
化
は
何
を
契
機
に
し
た

の

か
、
こ
う
し
た
視
角
か
ら
の
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

宝

徳
三
年
（
一
四
五
一
）
、
蒲
御
厨
諸
公
文
等
は
代
官
応
嶋
久
重
の
「
不
法
」
行

為
と
全
面
的
に
対
立
し
、
欠
落
の
行
動
を
と
っ
た
。
諸
公
文
と
い
っ
て
も
実
際
に
は

西
方
諸
公
文
で
あ
っ
て
、
東
方
は
応
嶋
方
に
編
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
代
官

応
嶋
と
西
方
諸
公
文
の
対
抗
関
係
に
つ
い
て
、
大
山
喬
平
は
「
応
嶋
が
蒲
御
厨
で
意

図
し
た
領
主
権
確
立
の
方
向
は
一
方
で
惣
公
文
多
母
木
清
宗
・
大
角
治
長
な
ど
を
頂

点
と
す
る
東
方
諸
公
文
等
を
自
己
の
私
的
支
配
下
に
包
摂
し
つ
つ
、
こ
こ
に
権
力
の

直
接
的
基
盤
を
お
く
と
と
も
に
、
他
方
そ
れ
と
対
立
関
係
に
あ
っ
た
諸
公
文
－
特
に

綿
瀬
宗
近
以
下
の
西
方
諸
公
文
の
も
つ
旧
来
か
ら
存
立
基
盤
を
社
会
的
に
も
経
済
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

に
も
解
体
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
の
総
括
的
展
望
を
示
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
東
方
公
文
を
私
的
支
配
下
に
包
摂
し
た
こ
と
の
内
容
と
し
て
、
「
内

ゑ

ん
」
（
内
縁
）
「
け
い
や
く
」
（
契
約
）
関
係
に
よ
る
組
織
化
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
西
方
諸
公
文
の
社
会
的
・
経
済
的
解
体
に
導
く
こ
と
と
し
て
具
体
的
に
は

以
下
の

点
を
指
摘
し
て
い
る
。
①
蒲
神
明
社
祭
祀
権
の
奪
取
、
神
明
社
造
替
反
銭
の

奪
取
、
②
領
家
代
官
職
獲
得
に
よ
る
伊
勢
上
分
米
地
下
地
の
知
行
、
ま
た
こ
の
権
限

に
よ
る
課
賦
対
象
の
拡
大
（
検
地
に
よ
る
伏
田
の
摘
発
、
神
明
御
供
田
・
諸
仏
神
領

へ
の

賦
課
）
、
③
山
林
、
原
野
へ
の
領
主
権
的
賦
課
（
①
山
手
銭
賦
を
根
拠
に
し
た

草
刈
労
働
の
直
接
収
奪
、
⑪
不
作
田
に
「
春
秋
一
献
」
と
い
う
新
税
目
を
設
定
し
、

春
秋
各
一
〇
貫
徴
収
）
、
④
郷
々
に
直
営
田
を
設
定
し
、
労
働
力
の
な
ま
の
収
奪
を

意

図
し
た
。
総
括
的
に
は
、
代
官
応
嶋
氏
が
東
方
諸
公
文
と
の
間
に
形
成
し
た
主
従

関
係
を
西
方
諸
公
文
に
ま
で
拡
大
し
て
、
全
御
厨
を
対
象
と
し
て
主
従
制
原
理
を
拡

大
・
適
用
し
た
、
と
の
議
論
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
応
嶋
久
重
の
領
主
制
拡
大
の
動
き
は
、
注
意
し
て
分
析
す
る
と
、
全

体
が
同
時
に
進
行
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
る
。
個
々
の
動
き
に
は
、
時
期
が
あ

る
の
で
あ
り
、
公
文
層
と
の
決
定
的
対
立
を
も
た
ら
し
た
の
は
ど
の
動
き
か
を
見
定

め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
関
心
の
も
と
に
、
蒲
御
厨
諸
公
文
が
東
大
寺
に

提
出
し
た
申
状
三
通
を
分
析
し
て
み
た
い
（
長
文
な
の
で
引
用
は
省
略
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

　
　
〔
A
〕
　
年
欠
（
宝
徳
元
年
）
閏
十
月
日
蒲
御
厨
諸
公
文
等
申
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

　
　
〔
B
〕
　
年
欠
（
宝
徳
三
年
）
十
月
日
蒲
御
厨
諸
公
文
等
申
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

　
　
〔
C
〕
　
年
月
日
欠
（
宝
徳
三
年
）
蒲
御
厨
諸
公
文
等
申
状

　
〔
A
〕
は
、
代
官
応
嶋
の
不
法
行
為
に
よ
り
欠
落
し
た
諸
公
文
等
が
、
守
護
代
甲

斐
方
の
和
解
あ
っ
せ
ん
を
受
け
入
れ
が
た
い
こ
と
、
応
嶋
の
代
官
と
し
て
の
不
格
性

を
上
申
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
応
嶋
不
法
に
つ
い
て
は
抽
象
的
表
現
が
多
い
（
家
破

壊
、
作
毛
刈
取
を
指
摘
す
る
が
）
。

　
〔
B
〕
・
〔
C
〕
は
応
嶋
改
易
（
宝
徳
四
年
卯
月
以
前
）
の
直
接
的
契
機
に
な
っ
た

申
状
で
あ
り
、
そ
の
前
年
（
宝
徳
三
）
か
と
推
定
さ
れ
る
。

　
す
で
に
大
山
喬
平
が
深
く
考
察
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
再
び
〔
B
〕
・

〔
C
〕
の
申
状
を
取
り
上
げ
て
、
代
官
応
嶋
と
公
文
層
と
の
対
立
面
を
考
察
す
る
素

材
と
し
た
い
。

　
〔
B
〕
・
〔
C
〕
は
条
書
き
で
あ
り
、
〔
B
〕
は
一
〇
条
、
〔
C
〕
も
前
欠
な
が
ら
一

〇

条
で
あ
る
。
〔
B
〕
・
〔
C
〕
と
も
に
冒
頭
か
ら
第
一
条
（
B
1
と
表
現
）
・
第
二
条

（
B
2
と
表
現
）
と
す
る
と
、
B
・
C
と
の
内
容
上
の
対
応
関
係
か
ら
、
申
状
全
体
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で

の
主
張
は
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
よ
う
。

　
　
（
イ
）
　
〔
B
1
〕
・
〔
B
2
〕
・
〔
C
5
〕
…
…
代
官
は
蒲
神
明
官
造
替
の
反
銭
を

　
　
　
　
　
召
し
上
げ
て
、
社
頭
大
破
に
及
ぶ
。
反
銭
は
、
代
官
が
上
洛
し
て
、
上

　
　
　
　
　
意
と
し
て
地
検
を
実
施
し
、
反
別
一
二
三
文
を
責
め
取
っ
た
。

　
　
（
ロ
）
　
〔
B
3
〕
・
〔
C
4
〕
…
…
「
引
間
市
二
升
さ
か
り
」
と
い
う
慣
習
的
年

　
　
　
　
　
貢
納
法
を
否
定
し
て
、
自
在
に
算
用
を
お
こ
な
い
、
公
文
等
に
「
未

　
　
　
　
　
進
」
と
迫
る
。

　
　
（
ハ
）
　
〔
A
4
〕
・
〔
B
1
〕
…
…
代
官
は
年
貢
請
取
状
を
出
さ
な
い
。

　
　
（
二
）
　
〔
B
6
〕
・
〔
C
4
〕
…
…
代
官
は
領
家
職
（
領
家
代
官
職
）
を
も
兼
ね

　
　
　
　
　
て
、
一
反
別
一
貫
文
を
課
し
て
い
る
。

　
　
（
ホ
）
　
〔
B
7
〕
・
〔
C
3
〕
…
…
蒲
神
明
社
祭
礼
を
奪
取
し
、
祢
宜
神
主
を
排

　
　
　
　
　
除
し
た
。

　
　
（
へ
）
　
〔
B
8
〕
・
〔
C
6
〕
…
…
「
入
木
入
草
」
に
つ
き
、
銭
と
草
の
両
方

　
　
　
　
　
（
二
色
）
で
徴
収
す
る
。

　
　
（
ト
）
　
〔
B
9
〕
・
〔
C
7
〕
…
…
公
文
拝
領
地
の
う
ち
「
不
作
」
地
に
、
春
・

　
　
　
　
　
秋
一
献
を
新
た
に
設
定
し
、
他
所
人
か
ら
は
＝
一
三
文
つ
つ
、
地
下
人

　
　
　
　
　
（
蒲
住
人
）
か
ら
は
門
別
に
徴
収
し
て
い
る
。

　
　
（
チ
）
　
〔
B
1
0
〕
〔
C
8
〕
…
…
手
作
地
を
郷
々
に
設
定
し
、
種
子
や
労
力
を
徴

　
　
　
　
　
発
す
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
行
動
の
う
ち
、
（
イ
）
・
（
二
）
・
（
ホ
）
が
「
当
年
」
の
こ
と
と

し
て
、
ま
た
（
ト
）
が
「
近
年
」
の
こ
と
と
し
て
、
申
状
の
な
か
で
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　

従
っ
て
「
当
年
」
（
宝
徳
三
年
）
の
こ
と
と
し
て
は
、
蒲
神
明
社
造
営
反
銭
の
召

し
上
げ
（
反
別
一
二
三
文
賦
課
）
と
検
地
、
領
家
（
伊
勢
神
宮
）
代
官
職
を
兼
ね
て

の
反

銭
一
貫
賦
課
、
蒲
神
明
社
祭
祀
の
横
取
り
、
で
あ
る
。
い
つ
れ
も
、
伊
勢
神
宮

　
　
蒲
神
明
社
系
列
の
権
限
と
権
益
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
代
官
応
嶋
は
伊
勢
神

宮

（領
家
）
代
官
を
兼
ね
た
こ
と
を
テ
コ
と
し
て
い
た
。
こ
の
年
の
蒲
神
明
社
の
祭

礼
期
間
、
「
此
九
月
御
祭
ニ
ハ
従
類
御
引
く
し
候
て
」
（
C
3
）
の
介
入
が
直
接
的
契

機

と
な
り
、
諸
公
文
等
は
「
去
九
月
廿
一
夜
十
ケ
所
及
懸
落
仕
候
」
（
B
2
）
と

な
っ
た
。
蒲
神
明
社
祭
礼
の
代
官
応
嶋
に
よ
る
奪
取
こ
そ
が
諸
公
文
と
の
対
立
の
決

定
的
局
面
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
よ
う
（
こ
の
点
後
述
）
。

　
次
に
「
近
年
」
の
こ
と
と
し
て
、
公
文
拝
領
地
内
の
不
作
地
に
春
・
秋
一
献
と
し

て

新
税

を
課
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
公
文
の
利
害
と
直
接
的
に
関
わ

る
も
の
で
あ
る
。
不
作
地
は
公
文
に
と
っ
て
無
益
地
で
は
な
く
、
引
間
市
で
の
商
業

に
出
す
作
物
を
生
産
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
春
秋
一
献
は
各
々
十
貫
と
さ

れ
て

お
り
、
課
す
側
も
根
拠
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
残
る
（
ロ
）
・
（
ハ
）
・
（
へ
）
・
（
チ
）
の
う
ち
、
（
へ
）
・
（
チ
）
は
代
官
応
嶋
が
直

営
地
設
定
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
と
し
て
理
解
で
き
、
（
ロ
）
・
（
ハ
）
は
公
文
の
年
貢

徴
収
と
納
入
の
権
限
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
公
文
の
職
権
否
定

に
か
か
わ
る
内
容
で
あ
り
、
後
に
論
じ
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
代
官
応
嶋
に
よ
る
公
文
権
益
の
否
定
は
、
段
階
的
に
は
、
公

文
の
年
貢
徴
収
・
和
市
慣
行
の
否
定
↓
公
文
拝
領
地
内
不
作
に
春
秋
一
献
を
課
す

（不
作
地
権
益
否
定
）
↓
蒲
神
明
社
祭
礼
と
関
連
権
益
の
否
定
、
と
い
う
順
序
に
進

ん
だ

の

で

あ
る
。
公
文
層
に
し
て
み
る
と
、
慣
習
的
に
容
認
さ
れ
て
き
た
年
貢
徴

収
・
算
用
と
不
作
地
用
益
が
否
定
さ
れ
て
い
る
段
階
で
は
い
ま
だ
応
嶋
排
斥
に
は
動

か
ず
、
蒲
神
明
祭
礼
否
定
が
直
接
的
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
公
文
層
の
利
益
・
権
益

も
単
純
な
も
の
で
な
く
、
複
層
し
て
い
た
、
と
考
え
さ
せ
る
。

　

2
　
公
文
層
の
権
益

　
（
i
）
年
貢
納
入

　

代
官
応
嶋
久
重
に
否
定
さ
れ
よ
う
と
し
た
公
文
層
権
益
の
う
ち
、
ま
ず
公
文
の
年

貢
徴
収
・
和
市
・
算
用
に
関
わ
る
権
限
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

代
官
応
嶋
改
易
直
後
、
宝
徳
四
年
卯
月
、
蒲
御
厨
諸
公
文
等
は
吉
美
方
名
跡
を
め

ぐ
っ
て
綿
瀬
衛
門
太
郎
提
出
の
文
書
が
根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
る
趣
旨
の
申
状
を
出

　
（
3
5
）

し
た
。
「
吉
美
方
名
公
文
職
」
に
つ
い
て
の
油
倉
奉
行
所
か
ら
の
「
御
尋
之
御
奉
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書
」
に
応
答
し
て
の
上
申
文
書
で
あ
る
。
長
く
な
る
が
、
吉
美
方
名
公
文
あ
る
い
は

年
貢
取
次
の
経
過
を
示
す
箇
所
を
ま
ず
引
用
し
よ
う
。

　
　
一
吉
美
方
名
、
渡
瀬
公
文
帯
支
証
可
有
知
行
之
由
申
候
、
か
つ
く
不
可
有
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
支
証

候
、
今
ハ
文
書
あ
る
よ
し
申
上
候
な
る
文
書
も
不
可
有
候
、
其
子
細
ハ
彼

彦
三
郎
と
申
候
者
、
　
公
文
に
て
候
つ
る
に
、
言
会
仕
、
毎
度
御
年
貢
無
沙
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

申
↑
て
、
度
々
か
け
お
ち
仕
↑
之
間
、
彼
在
所
二
無
主
候
時
節
、
此
‖
郎

入

道
之
親
刑
部
四
郎
二
、
其
時
の
御
代
官
口
藤
尾

殿
　
宛
行
候

て
、
子
々

④

孫
々
可
有
永
知
行
判
形
を
被
成
候
間
、
廿
ケ
年
知
行
仕
、
其
後
彦
三
郎
、
刑
部

四
郎
こ
わ
ひ
事
を
仕
候
之
間
、

預
置
f
て
、
六
、

　
　
　
　
⑤

七

ケ
年
御
年
貢
を
と
り
つ
き

申
候
　
二
、
彦
三
郎
永
違
例
仕
ふ
か
く
候
、
彦
三
郎
か
子
両
人
候
し
、
一
両
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動

御
年
貢
と
り
つ
き
申
候
　
二
、
不
思
儀
之
惣
た
う
を
仕
候
て
、
応
嶋
方
之
代
官

召
　
、
両
人
な
口
ら
生
涯
さ
せ
候
、
無
其
隠
緬
、
さ
候
前
ハ
文
書
可
仕
様
あ
る

　
　
　
　
　

ま
し
く
候
、
其
後
あ
き
所
の
　
こ
候
之
間
、
渡
瀬
ム
文
・
別
帽
公
文
・
次
広
公

文
両
三

人
二
近
所
之
　
候
ヘ
ハ
、
御
年
貢
と
り
つ
き
申
候
へ
と
、
応
嶋
方
之
代

官
申
候
間
、
一
両
年
は
か
り
ハ
と
り
つ
き
申
候
　
二
、
渡
瀬
ム
文
之
　
ハ
万

無
沙
、
1
仕
候
と
て
、

お
、
五
郎

　
　
　
め

し
は
な
し
、
道
善
一
人
二
申
付
候
、

郎
入
道
先
々
の
帯
　
　
　
応
嶋
五
郎
衛
門
方

十
ボ
年
知
行
仕
候

申
f
之
間
、
任

　
　
　
　
　
色
々

　
　
無
理
を
渡
瀬
申
上
候
条
、
言
語
道
断
之
次
第
に
候
、

　
全
体
と
し
て
綿
瀬
公
文
の
申
条
が
支
証
の
な
い
、
無
理
な
も
の
と
の
主
張
を
展
開

し
、
か
つ
五
郎
太
郎
入
道
が
正
統
な
継
承
者
で
あ
る
旨
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

を
主
張
す
る
の
に
、
本
公
文
彦
三
郎
子
息
二
人
の
不
適
格
性
と
刑
部
四
郎
ー
五
郎
太

郎
入
道
の
正
統
性
を
述
べ
て
い
る
。
代
官
は
応
嶋
氏
の
時
期
で
あ
る
が
、
応
嶋
と
公

文
等
と
の
関
係
は
協
調
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
吉
美
方
名
年
貢
取
次
は
傍
線
①
か
ら
②
へ
、
の
よ
う
に
変
転
し
、
⑨
に
至
る
。
つ

ま
り
、
本
公
文
彦
三
郎
は
年
貢
無
沙
汰
で
欠
落
（
①
）
↓
無
主
（
②
）
↓
刑
部
四
郎

の
年
貢
取
次
〔
代
官
か
ら
の
判
形
も
得
る
〕
（
③
）
↓
彦
五
郎
は
佗
言
し
て
、
年
貢

取
次
六
・
七
年
す
る
も
違
例
仕
る
（
④
）
↓
彦
三
郎
子
息
二
人
が
一
両
年
年
貢
取
次

ぐ
が
騒
動
を
起
し
、
応
嶋
代
官
に
討
た
れ
る
（
⑤
）
↓
「
あ
き
所
」
（
⑥
）
↓
近
所

の
公
文
三
人
が
年
貢
取
次
す
る
〔
代
官
の
要
請
〕
（
⑦
）
↓
綿
瀬
公
文
は
無
沙
汰
の

た
め
道
善
一
人
が
十
余
年
知
行
（
年
貢
取
次
）
（
⑧
）
↓
五
郎
太
郎
入
道
（
刑
部
四

郎
子
）
が
支
証
を
備
え
、
応
嶋
五
郎
衛
門
方
に
申
し
出
て
、
一
円
当
知
行
（
⑨
）
、

と
い
う
推
移
で
あ
る
。

　

こ
の
吉
美
方
名
年
貢
取
次
の
経
過
か
ら
、
注
目
す
べ
き
点
が
い
く
つ
か
看
取
で
き

る
。
ま
ず
第
一
に
、
こ
の
名
の
年
貢
取
次
の
経
緯
が
「
吉
美
方
名
」
と
い
う
文
言
で

始
ま
り
、
「
本
公
文
彦
三
郎
」
没
落
の
事
情
か
ら
話
が
展
開
す
る
。
こ
れ
は
吉
美
方

名
・
公
文
の
職
権
が
年
貢
取
次
（
納
入
）
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
公

文
の
職
権
は
他
に
も
あ
る
が
、
公
文
等
か
ら
す
る
と
、
ま
ず
は
年
貢
取
次
の
職
務
で

あ
り
、
こ
れ
を
遂
行
し
て
い
る
こ
と
で
公
文
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
。

　
第
二
に
、
そ
の
年
貢
取
次
が
「
知
行
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
（
③
・

⑧
・
⑨
）
。
こ
の
時
期
を
点
検
し
て
み
る
と
、
い
つ
れ
も
代
官
方
か
ら
、
「
判
形
」

（③
）
・
「
（
代
官
方
か
ら
の
）
申
付
」
（
⑧
）
。
「
（
代
官
方
が
）
支
証
に
任
せ
て
渡
さ

る
」
の
よ
う
に
、
代
官
方
か
ら
文
書
授
与
が
あ
っ
た
。
三
人
公
文
の
取
次
（
⑦
）
も

代
官
方
か
ら
の
指
示
に
よ
る
が
、
こ
れ
は
「
知
行
」
と
は
言
わ
れ
な
い
。
「
判
形
」

を
と
も
な
う
、
吉
美
方
名
公
文
職
宛
文
を
現
地
代
官
（
又
代
官
）
が
発
給
し
た
も
の

と
見
ら
れ
よ
う
。
こ
の
文
書
を
所
持
し
た
年
貢
取
次
行
為
を
、
御
厨
公
文
等
は
「
知

行
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
当
知
行
」
と
い
う
文
言
も
使
わ
れ
る
が
（
⑨
）
、

こ
こ
で
は
現
在
の
知
行
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
知
行
こ
そ
を
公
文
等
は
自
ら
の
慣
習
法
化
し
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、

こ
の
申
状
が
吉
美
方
名
を
め
ぐ
る
相
論
が
代
官
大
谷
氏
時
代
に
も
起
こ
り
、
五
郎
太

郎
方
が
勝
訴
し
た
経
緯
を
述
べ
た
な
か
で
、
「
所
詮
当
知
行
本
と
定
置
事
候
ハ
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

定
地
下

の

物
ゆ
い
あ
る
へ
し
と
仰
候
て
、
干
今
当
知
行
無
相
違
候
」
と
言
っ
て
い
る

こ
と
に
も
う
か
が
わ
れ
る
。

　
第
三
に
、
本
公
文
彦
三
郎
と
そ
の
子
息
が
持
つ
吉
美
方
名
公
文
職
と
の
関
係
が
否
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定
さ
れ
る
が
、
公
文
等
が
指
摘
す
る
そ
の
理
由
は
、
彦
三
郎
の
年
貢
無
沙
汰
・
欠
落

と
、
そ
の
跡
を
引
き
受
け
た
刑
部
四
郎
の
年
貢
取
次
（
代
官
の
判
形
も
あ
る
）
「
廿

ケ
年
知
行
」
で
あ
る
。
こ
の
二
十
ケ
年
と
い
う
の
が
、
刑
部
四
郎
子
息
五
郎
太
郎
入

道
の
公
文
職
務
就
任
の
伏
線
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
十
年
知
行
に
よ
っ
て
本
公
文

の
本
来
的
権
限
は
消
滅
す
る
、
と
の
主
張
が
こ
の
申
状
の
な
か
に
は
込
め
ら
れ
て
い

る
。
蒲
御
厨
現
地
で
は
、
公
文
職
と
い
う
、
年
貢
取
次
の
現
場
で
の
職
務
遂
行
を
内

容
と
す
る
荘
官
職
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
慣
習
法
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
現
地
で
は
、
公
文
職
を
め
ぐ
る
争
論
が
絶
え
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
た
が
、

そ
の
過
程
で
、
こ
の
よ
う
な
規
範
が
生
れ
て
い
た
。

　

第
四
に
、
欠
落
・
騒
動
な
ど
に
よ
り
公
文
職
の
人
物
が
没
落
し
、
吉
美
方
名
が

「無
主
」
「
あ
き
所
」
と
な
っ
た
場
合
、
現
地
代
官
（
又
代
官
）
は
放
置
す
る
こ
と
な

く
年
貢
取
次
者
を
指
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
宛
文
も
出
す
。
代

官
側
に
と
っ
て
も
年
貢
送
進
は
自
ら
の
職
務
で
も
あ
り
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
名
年

貢
の
徴
収
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
年
貢
請
負
代
官
（
あ
る
い
は
又
代
官
）

の
、
現
地
で
の
知
行
の
実
態
が
こ
こ
に
う
か
が
え
よ
う
。

　

さ
て
、
話
を
代
官
応
嶋
久
重
と
蒲
公
文
等
（
西
方
）
と
の
対
立
に
戻
す
と
、
応
嶋

久
重
は
公
文
の
年
貢
徴
収
権
に
か
か
わ
っ
て
は
納
法
（
引
間
市
二
升
さ
か
り
）
を
否

定
し
た
の
で
あ
り
、
公
文
の
年
貢
取
次
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
考
察
対
象
を

公
文
の
和
市
・
算
用
に
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
前
に
、
応
嶋
が
否
定
し

た
蒲
神
明
祭
礼
・
権
益
の
問
題
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　
（
i
）
　
蒲
神
明
祭
礼
・
仏
神
領
・
伊
勢
上
分
米
田

　

代
官
応
嶋
久
重
側
の
蒲
神
明
祭
奪
取
の
動
き
は
、
九
月
十
六
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
様
子
は
諸
公
文
等
申
状
が
「
九
月
十
六
日
、
社
頭
に
御
内
の
者
舟
余
人
引
具
候

て

御
籠
候
之
間
、
祢
宜
神
主
者
い
と
な
ミ
ま
て
に
て
、
神
祭
者
次
に
仕
候
」
（
B

7
）
と
述
べ
て
い
る
。
応
嶋
久
重
が
御
内
者
三
十
余
人
を
率
い
て
「
御
籠
候
」
と

な
っ
た
。
お
籠
り
を
し
た
の
で
あ
り
、
神
職
に
化
し
て
、
神
祭
り
を
取
り
行
う
資
格

を
備
え
た
。
祢
宜
神
主
達
は
、
そ
こ
で
排
除
さ
れ
（
お
そ
ら
く
籠
り
人
数
の
制
限
）
、

神
祭
り
は
後
程
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
同
じ
事
態
は
「
神
明
殿
祭
礼
ニ
ハ
検
校
・

　
（
式
衆
）

し
き
し
や
う
出
仕
申
候
て
、
御
祈
祷
を
申
事
た
て
候
二
、
御
代
官
之
御
出
仕
先
々
な

き
事
に
て
候
を
、
此
九
月
御
祭
ニ
ハ
従
属
御
引
く
し
候
て
、
舟
余
人
御
さ
く
ゑ
を
き

こ
し
め
し
候
…
…
」
（
C
3
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
代
官
の
祭
礼
出
仕
は
以
前
に

は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
来
は
、
「
検
校
・
し
き
し
や
う
」
が
出
仕
し
て
、
祈
祷

し
た
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
検
校
は
蒲
神
官
宮
検
校
、
「
し
き
し
や
う
」
は
式

衆
で
神
官
（
祢
宜
）
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
諸
公
文
等
欠
落
の
直
接
的
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
五
日
後
の
九
月
二
十

一
日
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
当
年
御
代
官
御
上
洛
候
て
、
上
意
に
て
候
と
て
、
地
検

を
被
召
、
一
段
を
ハ
ニ
反
・
三
段
に
わ
ら
れ
申
候
て
、
反
別
田
畠
二
百
廿
三
文
宛
と

仰
候
て
」
（
B
2
）
と
あ
る
よ
う
に
、
地
検
と
そ
れ
に
も
と
つ
く
段
別
銭
一
二
三
文

賦
課
で

あ
っ
た
。
こ
の
段
銭
は
「
段
銭
之
事
者
、
神
明
御
造
よ
り
外
ハ
有
ま
し
く
候

之
処

に
、
此
御
代
官
者
上
へ
被
召
上
候
之
間
」
（
B
1
）
と
も
記
さ
れ
る
よ
う
に
、

本
来
は
蒲
神
神
宮
造
営
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
じ
事
態
を
「
段
銭
之
事
、

往
古
よ
り
神
明
御
作
二
総
御
厨
田
地
二
懸
に
て
、
宮
造
を
仕
候
、
納
所
検
校
殿
め
さ

れ
候
事
二
候
、
当
年
ハ
御
代
官
之
直
納
二
候
」
（
C
5
）
と
も
言
わ
れ
、
蒲
神
明
殿

造
営
の
た
め
の
段
銭
は
御
厨
の
総
田
地
に
懸
り
、
検
校
が
徴
収
す
る
慣
習
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
を
こ
の
年
は
代
官
直
納
と
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
代
官
応
嶋
は
御
厨
田

地
す
べ
て
を
検
地
し
、
一
段
を
二
二
二
反
に
割
り
、
反
別
一
二
三
文
を
課
し
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
が
欠
落
直
接
の
原
因
と
な
っ
た
。

　

す
べ
て
の
田
地
と
な
る
と
、
様
々
な
免
田
も
そ
の
対
象
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

現

に
「
神
明
御
供
田
ま
て
段
銭
を
出
候
へ
と
て
、
一
献
を
被
召
、
結
句
検
校
神
主
免
、

諸

神
諸
仏
領
ま
て
段
銭
を
被
召
候
」
（
B
5
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
蒲
検
校
免
田

さ
ら
に
「
諸
神
諸
仏
領
」
ま
で
も
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
諸
神
諸

仏

領
」
と
は
、
御
厨
内
に
存
在
す
る
仏
堂
・
神
社
の
免
田
で
あ
る
。
こ
の
仏
神
は
お

そ
ら
く
、
郷
や
村
に
あ
っ
て
、
村
落
と
深
い
結
び
つ
い
た
存
在
か
と
思
わ
れ
る
。
公

文
層
は
、
武
力
的
存
在
で
も
あ
る
が
こ
う
し
た
村
落
祭
祀
に
も
足
場
を
置
い
て
い
た
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の

で

あ
る
。
村
落
に
結
び
つ
い
た
仏
神
免
田
の
否
定
は
、
公
文
層
に
と
っ
て
決
定
的

な
利
害
対
立
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
欠
落
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
。

　

ま
た
伊
勢
神
宮
上
分
米
を
負
担
す
る
下
地
に
も
別
の
反
銭
が
課
さ
れ
た
。
「
伊
勢

上
分
米
の
下
地
郷
々
之
御
目
録
二
候
間
、
私
な
く
領
家
へ
沙
汰
仕
候
、
猶
当
年
ハ
彼

下
地

を
も
御
知
行
以
て
、
一
反
二
壱
貫
文
宛
め
さ
れ
て
候
」
（
C
4
）
と
あ
る
よ
う

に
、
反
別
］
貫
を
責
め
取
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
伊
勢
上
分
米
地
は
御
厨
田
の
う
ち

領
家
方
に
属
す
も
の
で
あ
り
、
本
来
は
公
田
（
国
領
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
田
地
は
検

注

目
録
に
載
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
「
郷
々
之
御
目
録
」
と
さ
れ
て
い
る
。
検

地

目
録
が
郷
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
目
録
を
所
持
し
て

い

る
の
は
郷
管
理
者
す
な
わ
ち
郷
公
文
で
あ
ろ
う
。
郷
公
文
管
理
の
伊
勢
上
分
米
田

も
代
官
応
嶋
は
支
配
下
に
編
入
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
こ
れ
も
公
文
層
と
の
対
決
点

と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
公
文
層
は
郷
ご
と
の
伊
勢
上
分
米
田
を
管
理
し
、
ま
た
郷
・

村
ご
と
の
寺
社
免
田
を
も
事
実
上
管
理
し
て
、
公
文
等
と
い
う
集
団
的
力
を
も
っ
て
、

そ
の
利
益
を
実
現
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　

3
　
公
文
の
職
権
－
年
貢
の
算
用
・
結
解

　
蒲
御
厨
関
係
史
料
は
大
部
分
が
東
大
寺
文
書
で
あ
る
が
、
室
町
期
の
蒲
御
厨
公
文

作
成
の
文
書
は
多
く
な
い
。
応
永
二
十
九
年
閏
十
月
の
年
貢
結
解
状
（
二
通
）
と
康

正
六
年
八
月
の
年
貢
算
用
状
（
二
二
通
）
で
あ
る
。
い
つ
れ
も
、
年
貢
算
用
（
結

解
）
が
公
文
の
職
権
に
属
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
ま
ず
は
応
永
二
十
九
年
の
方
か
ら
検
討
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

　
同
年
閏
十
月
二
二
日
鶴
見
郷
公
文
沙
弥
法
誠
結
解
状
と
同
閏
十
月
口
日
安
富
一
色

　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

公
文
兵
衛
太
郎
結
解
状
が
あ
る
が
、
後
者
を
検
討
す
る
。

　
　
蒲
御
厨
内
安
富
一
色
応
永
廿
九
年
年
貢
結
解
事
、
合

　
　
麦
参
斗
壱
升
六
合
六
勺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
斗

　
　
　
代
参
百
十
七
文
百
文
8
0
八
升
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
ク

　
　
定
役
銭
参
百
文

　
　
　

先
納
壱
貫
五
拾
文
内

　
　

麦
定
役
御
年
貢
六
百
十
七
文

　
　
過
上
四
百
三
十
三
文
内
工
晒
ひ
叶
劫
紋
⇔
酌
二
御
立
用

　
　

大
豆
五
斗
四
升
三
合
内

　
　
　

そ
ん
ま
う
一
斗
二
升
一
合
五
勺

　
　

御
と
く
ふ
ん
大
豆
四
斗
二
升
一
合
五
勺

　
　
　
代
五
百
二
十
六
文
百
文
別
八
升
定

　
　
先
納
百
四
拾
四
文
六
月
ま
て
の
過
上

　
　
　
御
納
五
百
八
拾
文

　
　
（
以
上
）

　
　

口
口
弁
七
百
廿
四
文
内

　
　
　
大
豆
御
年
貢
五
百
廿
六
文

　
　
過
上
弐
百
文

　
　
右
、
結
解
散
用
状
如
件

　
　
　
応
永
廿
九
年
壬
十
月
口
日
　
公
文
兵
衛
太
郎
（
花
押
）

　
税
種

目
は
麦
・
定
役
・
大
豆
の
三
種
で
あ
り
、
ま
ず
麦
高
（
三
斗
一
升
六
合
六

勺
）
が
銭
貨
に
直
さ
れ
（
百
文
別
一
斗
）
、
こ
れ
に
定
役
銭
（
三
百
文
）
が
合
計
さ

れ
て

「麦
定
役
御
年
貢
」
（
六
一
七
文
）
が
確
定
す
る
。
そ
し
て
年
貢
「
先
納
分
」

（
一
貫
五
七
文
）
が
差
し
引
か
れ
、
（
先
納
分
の
方
が
多
い
の
で
）
、
「
過
上
」
（
四
三

三
文
）
が
確
認
さ
れ
る
。

　
次

に
大
豆
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
得
分
（
四
斗
二
升
一
合
五
勺
）
が
銭
貨
に
換
算

さ
れ
る
が
（
百
文
別
八
升
）
、
「
先
納
」
（
一
四
四
文
）
、
「
御
納
」
（
五
八
〇
文
）
の
合

計
が

「
以
上
弁
」
（
七
二
文
）
と
な
り
、
差
し
引
き
で
「
過
上
」
（
二
〇
〇
文
）
と
な

る
。　

こ
う
し
て
麦
・
定
役
銭
・
大
豆
の
年
貢
が
、
全
体
と
し
て
把
握
さ
れ
て
算
用
さ
れ

て

い

く
。
こ
の
算
用
作
業
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
麦

と
定
役
銭
が
合
計
さ
れ
て
、
一
た
ん
そ
こ
で
算
用
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
は

「
先
納
」
（
一
貫
五
〇
文
）
が
あ
っ
た
が
（
こ
れ
は
前
年
の
「
過
上
」
部
分
で
あ
ろ
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う
）
、
麦
高
の
銭
高
換
算
が
決
定
し
て
初
め
て
、
算
用
が
可
能
と
な
る
。
第
二
に
こ

の

年
の
麦
・
定
役
銭
は
「
過
上
」
と
な
る
が
、
そ
の
う
ち
一
四
四
文
（
三
分
一
）
は

「
秋
御
年
貢
（
大
豆
）
二
御
立
用
」
と
な
る
が
、
二
八
九
文
（
三
分
二
）
は
「
す
つ

（棄
つ
）
」
と
し
て
、
放
棄
し
て
い
る
。
公
文
（
兵
衛
太
郎
）
は
麦
・
定
役
銭
年
貢
に

つ
い
て

は
過
上
納
入
部
分
の
三
分
の
二
を
放
棄
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

同
年
同
月
の
鶴
見
御
結
解
で
も
同
様
で
あ
り
、
こ
の
御
厨
算
用
の
全
体
的
慣
習
と

な
っ
て
い
る
。
公
文
の
過
上
分
の
う
ち
三
分
二
放
棄
は
、
御
厨
代
官
と
の
間
で
の
こ

と
で
あ
り
、
こ
れ
は
結
果
的
に
は
代
官
得
分
と
な
る
。
第
三
に
大
豆
年
貢
に
つ
い
て

も
同
様
に
「
百
文
別
八
合
」
の
換
算
が
成
立
し
て
は
じ
め
て
、
「
先
納
」
、
「
御
納
」

合
計

と
の
差
が
計
算
さ
れ
て
、
結
局
「
過
上
」
高
が
確
認
さ
れ
る
（
こ
の
過
上
は
翌

年
夏
の
麦
・
定
役
銭
算
用
の
「
先
納
」
と
し
て
書
き
出
さ
れ
る
）
。

　

こ
う
し
て
、
蒲
御
厨
で
の
公
文
算
用
は
、
麦
（
夏
）
年
貢
・
大
豆
（
秋
）
年
貢
に

つ
き
、
各
々
の
換
算
値
が
決
定
し
て
は
じ
め
て
算
用
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
り
、
こ

れ
が

「
引
間
市
二
升
さ
か
り
」
（
B
3
）
、
「
浜
松
庄
引
間
市
之
売
か
い
を
お
い
候
て

納
申
候
」
（
C
2
）
と
い
う
公
文
等
の
主
張
と
合
致
す
る
。
納
法
は
引
間
市
の
、
そ

の

年
々
の
和
市
に
も
と
つ
い
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
点
は
従
来
の
研
究
も
議
論
し

て

い

る
。
た
だ
麦
・
大
豆
の
個
々
の
年
貢
品
目
ご
と
の
和
市
（
麦
は
夏
、
大
豆
は

秋
）
に
依
拠
し
て
の
年
貢
納
法
な
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
年
貢
納
法
を
公
文
が
お
こ

な
っ
て
い
る
こ
と
は
公
文
の
年
貢
現
物
徴
収
・
引
間
市
和
市
参
加
を
示
し
て
い
る

（米
年
貢
も
見
ら
れ
る
の
で
、
米
も
同
様
で
あ
ろ
う
）
。

　

ま
た
夏
年
貢
部
分
に
つ
い
て
だ
け
過
上
分
三
分
二
放
棄
と
い
う
慣
習
が
成
立
し
て

い

る
が
（
代
官
得
分
の
慣
習
）
、
こ
れ
は
年
貢
徴
収
・
納
入
段
階
で
の
得
分
が
常
に

発
生

す
る
こ
と
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
文
は
過
上
分
三
分
二
を
放
棄

し
て
も
い
い
の
は
、
そ
れ
以
上
に
公
文
自
身
に
得
分
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

こ
れ
ら
の
得
分
全
体
が
常
に
生
れ
る
の
で
あ
り
、
公
文
と
代
官
が
分
割
し
て
い
る
と

も
言
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
得
分
成
立
の
場
面
を
求
め
れ
ば
、
麦
・
大
豆
年

貢
の
徴
収
ー
納
入
と
い
う
関
係
の
な
か
で
は
、
現
物
徴
収
ー
和
市
ー
銭
貨
納
入
と
い

う
場
面
し
か
な
い
。
和
市
段
階
が
得
分
を
生
む
根
拠
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
「
引

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

間
市
二
升
さ
か
り
」
と
い
う
慣
行
も
公
文
得
分
と
な
る
こ
と
間
違
い
あ
る
ま
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

　
寛
正
六
年
八
月
に
は
算
用
状
が
二
二
通
作
成
さ
れ
て
い
る
（
案
が
一
二
通
、
正
文

一通
）
。

　
〇
八
月
十
六
日
長
田
村
算
用
状
案

　
〇
八
月
十
六
日
大
塚
郷
算
用
状
案

　
○
（
月
日
欠
）
新
開
算
用
状
案

　
〇

八
月
十
六
日
し
さ
わ
方
算
用
状
案

　
〇

八
月
十
六
日
祢
宜
名
算
用
状
案

　
〇

八
月
十
九
日
別
給
方
算
用
状
案
（
別
給
公
文
作
成
）

　
○

（月
日
欠
）
小
松
方
算
用
状

　
○

（月
日
欠
）
次
広
算
用
状
案

　

〇
八
月
廿
一
日
小
池
方
算
用
状
（
小
池
森
房
作
成
、
正
文
）

　

〇
八
月
二
七
日
端
和
村
算
用
状
案

　
〇

八
月
二
七
日
多
母
木
方
算
用
状
案

　
○

（月
日
欠
）
飯
田
郷
算
用
状
案

　

○
（
月
日
欠
）
鶴
見
郷
算
用
状
案

　

こ
の
う
ち
、
公
文
作
成
と
確
認
さ
れ
る
の
は
別
給
方
算
用
状
だ
け
で
あ
る
が
、
案

が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
の
で
や
む
を
え
な
い
。
唯
一
正
文
の
小
池
方
算
用
状
に
署
判
す

る
「
小
池
森
房
（
花
押
）
」
は
公
文
と
見
て
さ
し
つ
か
え
な
か
ろ
う
。

　

こ
の
年
の
算
用
も
、
長
田
村
に
例
を
と
れ
ば
、
定
役
銭
・
麦
代
・
米
代
・
大
豆

代
・
小
済
物
・
春
秋
一
献
・
在
家
役
・
政
所
在
庄
費
が
い
つ
れ
も
銭
高
で
表
示
さ
れ

て

い

て
、
文
書
表
題
に
「
蒲
御
厨
長
田
村
算
用
状
事
」
と
あ
る
も
、
結
解
状
と
は
こ

と
な
り
年
貢
請
負
高
を
決
め
る
こ
と
が
主
目
的
と
な
っ
て
い
る
。
税
目
ご
と
に
書
き

上
げ

て
、
年
貢
総
額
を
決
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
算
用
で
あ
る
。
全
体
が

案
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
文
は
公
文
ー
代
官
の
間
で
取
り
か
わ
さ
れ
、
案
文
が
寺

内
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
公
文
職
は
所
轄
範
囲
の
年
貢
徴
収
・
和
市
・
納
入
を
担
当
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
こ
の
年
貢
沙
汰
の
実
情
は
お
互
い
に
認
知
し
合
う
関
係
に
あ
っ
た
の

で

あ
り
、
公
文
職
相
伝
・
補
任
の
前
提
と
な
っ
た
。
寛
正
五
年
三
月
に
は
大
隈
赤
法

師
が
「
親
祖
之
先
縦
」
に
よ
り
長
田
郷
公
文
職
（
鶴
田
・
大
塚
も
兼
ね
る
）
を
宛
行

　
　
　
　
　
（
4
0
）

わ
れ
て
い
る
が
、
翌
六
年
七
月
に
は
綿
瀬
次
郎
衛
門
が
「
諸
公
文
等
吹
挙
状
旨
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

任
せ
て
小
松
名
（
名
田
職
）
を
宛
行
わ
れ
て
い
る
。
親
祖
先
縦
・
諸
公
文
吹
挙
、
こ

の

二

つ

は
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
諸
公
文
等
が
年
貢
納
入
実
績
を
重
納
し
て
い

た
こ
と
は
先
に
も
述
べ
た
。
そ
の
な
か
で
は
二
十
年
年
貢
取
次
も
強
調
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
に
は
在
地
で
の
年
貢
取
次
・
納
入
（
和
市
も
含
む
）
を
め
ぐ
る
在
地
法
形
成
の

動
き
が
認
め
ら
れ
、
荘
園
制
的
職
権
が
有
力
公
文
層
に
受
容
さ
れ
て
、
在
地
に
根
づ

い
て

い

る
、
と
認
め
ら
れ
る
。

　

4
　
公
文
職
の
兼
併

　
蒲
御
厨
の
内
部
単
位
で
年
貢
請
負
・
納
入
者
は
公
文
で
あ
る
こ
と
は
、
以
上
の
よ

う
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
公
文
職
が
設
置
さ
れ
て
い
る
単
位
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
寛

正
六
年
八
月
の
年
貢
結
解
が
郷
・
村
方
・
名
の
単
位
で
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

そ
こ
を
単
位
に
し
て
公
文
職
が
置
か
れ
て
い
る
こ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
で
は

郷
・
村
・
方
・
名
は
ど
の
よ
う
に
関
連
し
、
ど
の
方
向
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。　

明
徳
年
間
、
蒲
御
厨
が
東
大
寺
に
寄
進
さ
れ
た
直
後
、
祥
周
上
人
が
現
地
に
下
向

し
て
、
年
貢
・
定
役
賦
課
体
制
を
確
認
し
た
。
こ
の
上
人
側
が
現
地
掌
握
の
た
め
の

新
し
い
作
業
を
お
こ
な
っ
た
徴
証
は
見
え
な
い
の
で
、
お
そ
ら
く
、
新
た
な
支
配
体

制
を
創
出
し
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
現
地
に
展
開
し
つ
つ
あ
る
事
態
を
追
認
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
年
貢
・
定
役
を
負
担
し
て
い
る
単
位
は
、
郷
（
飯
田
郷
・
鶴
見
郷
な
ど

三
）
・
村
（
新
開
村
・
大
塚
村
な
ど
一
一
）
・
方
（
小
池
方
な
ど
六
）
・
名
（
別
給
名

な
ど
三
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
鶴
見
郷
・
安
富
村
・
端
和
村
等
に
公
文
職
が
設
置
さ

れ
て

い

た
こ
と
は
確
認
さ
れ
、
こ
う
し
た
単
位
ご
と
の
公
文
職
が
年
貢
徴
納
を
担
当

し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

　

で

は
郷
・
村
・
方
・
名
は
相
互
に
ど
う
関
連
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
郷
は
村
よ
り

規
模
が
大

き
く
、
上
位
に
あ
る
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
蒲
御
厨
で
は
郷
が

減
少

し
、
村
が
独
立
し
た
年
貢
請
負
単
位
と
な
っ
て
い
る
。
郷
か
ら
村
が
分
立
す
る

方
向
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
う
ち
、
大
塚
村
は
他
の
収
納
帳
（
応
永
廿
九
年
）

で

は
「
大
塚
郷
」
と
も
記
さ
れ
て
い
て
、
郷
ー
村
の
中
間
的
位
置
に
あ
る
。

　
次

に
「
　
方
」
で
あ
る
が
、
小
池
方
・
小
松
方
・
吉
美
方
・
赤
佐
方
な
ど
で
あ

り
、
小
池
方
は
「
小
池
方
村
」
と
も
言
わ
れ
、
「
吉
美
方
」
は
「
吉
美
方
名
」
と
も

言

わ
れ
る
。
名
と
同
質
で
も
あ
り
、
村
に
も
な
り
う
る
。
新
開
村
に
は
割
注
で
「
三

方
合
定
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
三
つ
の
方
を
集
合
し
て
村
が
成
立
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
方
は
村
の
基
礎
単
位
に
も
な
っ
て
い
る
。
村
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
郷
か
ら
分

立

し
て
村
が
成
立
し
、
方
を
集
合
し
て
も
村
が
成
立
す
る
。

　
名
で
あ
る
が
、
別
給
名
・
次
広
名
・
祢
宜
名
が
見
え
、
荘
園
制
的
伝
統
に
連
な
る

名
前
を
持
つ
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
年
貢
負
担
単
位
と
し
て
、
伝
統
的
な
郷
か
ら
村
・
方
が
分
立

し
て
い
く
方
向
が
見
え
、
方
の
集
合
編
成
と
し
て
の
村
も
成
立
し
て
い
る
。
郷
の
解

体

に
よ
る
再
編
成
が
進
行
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
段
階
で
残
っ
て
い
る
郷
は
そ

れ
だ

け
に
強
力
（
政
治
的
に
も
）
で
あ
ろ
う
と
想
定
さ
れ
る
。
大
山
喬
平
が
指
摘
し

て

い

る
蒲
御
厨
村
落
間
隔
差
も
、
こ
の
よ
う
な
展
開
過
程
の
な
か
で
理
解
で
き
よ
う
。

　
大

山
喬
平
は
ま
た
、
蒲
東
方
公
文
間
に
主
従
関
係
が
進
行
し
、
こ
れ
が
代
官
応
嶋

の

在
地
支
配
体
制
の
基
盤
と
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
（
主
従
関
係
展
開
を
戦
国
期

的
秩
序
へ
の
連
続
面
で
の
み
論
述
す
る
の
は
問
題
が
あ
る
）
、
こ
れ
は
一
人
の
公
文

が
複
数
の
公
文
を
兼
併
し
て
い
る
事
を
示
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
「
亥
歳
（
康
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

元

年
）
」
の
年
貢
未
進
・
当
納
を
記
し
た
注
文
で
は
、
大
角
公
文
の
未
進
が
二
貫
余

で

あ
る
こ
と
を
記
し
た
下
に
「
鶴
見
・
大
塚
・
大
角
、
皆
大
角
ノ
モ
チ
分
」
と
あ
り
、

大
角
（
大
隅
）
が
三
箇
所
公
文
を
兼
ね
て
い
る
。
ま
た
新
開
公
文
・
西
須
賀
道
幸
公

文
も
「
大
角
よ
り
き
」
と
割
書
き
さ
れ
る
。
大
角
が
長
田
郷
に
鶴
見
・
大
塚
を
含
め
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（
4
3
）

て

公
文
職
を
宛
行
な
わ
れ
て
い
る
文
書
も
残
っ
て
お
り
、
大
角
（
彦
左
衛
門
治
長
）

の
力
量
の
大
き
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
康
正
元
年
未
進
当
納
注
文
は
、
公
文
が
政
所
（
代
官
）
へ
の
年
貢
沙
汰
を
独
占
し

て

未
進
が
増
加
し
た
こ
と
を
、
「
少
々
御
百
性
ハ
公
文
前
納
候
へ
共
、
政
所
へ
無
沙

汰
あ
り
け
二
は
、
昔
ハ
御
百
性
少
々
政
所
納
候
時
ハ
未
進
な
く
候
よ
し
承
候
、
近
程

ま
て
も
百
性
少
々
政
所
へ
納
候
、
公
文
取
沙
汰
候
間
、
毎
年
御
未
進
あ
る
よ
し
承

　
（
4
4
）

候
」
と
述
べ
る
。
公
文
に
よ
る
年
貢
取
沙
汰
が
未
進
の
原
因
で
あ
る
と
は
そ
の
通
り

で

あ
る
が
、
こ
の
時
期
は
公
文
全
体
の
問
題
な
の
で
な
く
、
特
定
の
人
々
に
よ
る
公

文
兼
併
が
年
貢
未
進
の
背
景
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
公
文

層
の
代
表
的
存
在
と
し
て
は
、
惣
公
文
の
多
母
木
宗
清
や
渡
瀬
宗
近
（
西

方
）
・
大
隅
治
長
（
東
方
）
な
ど
が
い
る
が
、
渡
瀬
を
例
に
し
て
社
会
的
性
格
を
検

討
し
て
み
よ
う
。

　
渡
瀬
太
郎
左
衛
門
宗
近
は
宝
徳
四
年
三
月
廿
二
日
に
は
代
官
在
荘
費
用
五
十
貫
を

負
担
す
る
こ
と
を
大
隅
治
長
・
蒜
田
茂
政
と
と
も
に
連
署
し
て
請
負
う
程
の
実
力
者

　
　
　
　
（
4
5
）

で

あ
っ
た
が
、
同
年
「
渡
瀬
衛
門
太
郎
今
月
（
四
月
）
十
五
日
よ
り
、
き
ら
と
の
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
＞

御
領
の
人

を
想
申
、
弓
矢
か
ま
へ
を
仕
、
同
十
六
日
未
剋
二
強
入
部
仕
候
間
」
と
、

吉
良
領
の
人
々
と
結
び
、
武
力
を
備
え
、
合
戦
に
及
ぼ
う
と
し
た
。
こ
の
事
態
を
鎮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
刻
）

め

よ
う
と
し
た
守
護
代
甲
斐
氏
が
下
向
し
、
「
御
下
向
の
則
、
渡
瀬
父
子
二
生
涯
さ

せ

ら
る
へ
き
に
て
候
し
お
、
惣
公
文
方
大
角
彦
左
衛
門
承
及
候
て
、
た
ち
ま
ち
に
お

と
し
て
候
」
と
な
っ
た
。
守
護
代
の
意
を
受
け
た
蒲
公
文
大
角
治
長
に
討
れ
た
の
で

あ
る
。
綿
瀬
宗
近
も
、
大
角
治
長
も
、
と
も
に
武
力
を
備
え
て
い
て
、
上
位
権
力
た

る
国
人
・
守
護
代
方
と
も
結
ん
で
い
る
。
公
文
が
公
文
等
の
集
団
性
の
な
か
に
身
を

お

い
て

い

た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
外
部
の
上
位
権
力
と
も
結
び
つ
つ
あ
る
（
大
山

喬
平
は
村
落
領
主
範
疇
で
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
）
。

　
綿
瀬
宗
近
没
落
後
の
渡
瀬
名
を
め
ぐ
っ
て
は
相
論
が
展
開
す
る
が
、
同
じ
綿
瀬
の

傍
系
と
見
ら
れ
る
綿
瀬
道
秀
が
登
場
す
る
。
享
徳
二
年
七
月
、
渡
瀬
道
秀
は
「
御
奉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

行
所
」
へ
申
状
を
提
出
し
た
。
こ
の
「
御
奉
行
所
」
は
東
大
寺
油
倉
で
あ
る
が
、
こ

の

申
状
（
目
安
）
は
次
の
文
言
で
始
ま
る
。
「
目
安
、
（
改
行
）
遠
江
国
蒲
御
厨
綿
瀬

沙
弥
道
秀
謹
言
上
（
改
行
）
右
子
細
者
、
入
道
心
中
数
ケ
度
政
所
殿
様
へ
申
上
間
、

今
度
御
上
洛
二
定
而
御
披
露
哉
」
。
す
な
わ
ち
、
政
所
（
現
地
代
官
）
に
何
度
が
申

上
げ

し
、
そ
の
結
果
の
上
洛
・
申
状
提
出
で
あ
る
。
東
大
寺
油
倉
へ
の
申
状
提
出
が

「
上

洛
」
と
も
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
、
京
都
で
の
内
諾
を
経
て
東
大
寺
に
向
い
提

出
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
か
（
「
上
洛
」
と
東
大
寺
参
上
と
が
結
び
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

い
て

い
る
例
は
少
く
な
い
）
。

　
申
状
自
体
は
三
箇
条
で
あ
る
が
、
第
一
条
目
は
上
洛
・
申
状
提
出
の
経
緯
を
示
す
。

七
貫
文
を
政
所
（
代
官
）
に
持
参
し
た
と
こ
ろ
、
半
分
で
馬
を
買
っ
て
（
雇
っ
て
）

上
洛
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
。
幕
府
は
蒲
御
厨
か
ら
上
洛
す
る
人
々
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

て

「従
当
所
上
洛
人
馬
等
者
以
彼
雑
掌
印
可
令
上
下
」
と
馬
の
使
用
を
許
し
て
い
た

が
、
こ
こ
で
も
政
所
（
蒲
雑
掌
系
）
の
許
可
を
得
て
、
馬
で
の
上
洛
と
な
っ
た
。

　
第
二
条
は
綿
瀬
道
秀
の
弟
が
、
百
姓
の
馬
を
切
り
殺
し
た
綿
瀬
宗
近
下
人
を
切
り

返

そ
う
と
し
た
が
、
道
秀
が
止
め
た
、
と
い
う
。
こ
こ
に
は
同
族
で
没
落
し
た
綿
瀬

宗
近
と
の
紛
争
が
記
さ
れ
る
。
宗
近
下
人
が
馬
を
使
用
し
て
い
る
の
も
注
目
さ
れ
、

引
間
市
（
宿
）
で
の
馬
の
需
用
（
運
輸
等
）
に
応
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

道
秀
の
上
洛
じ
た
い
が
、
こ
う
し
た
馬
を
雇
っ
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
三

条
目
で
は
、
同
族
の
綿
瀬
宗
近
が
か
つ
て
引
間
普
済
寺
用
の
材
木
を
盗
ん
だ
こ

と
を
報
告
し
て
い
る
。
綿
瀬
宗
近
は
材
木
を
も
扱
う
商
人
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
こ
の
側
面
は
道
秀
も
持
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
が
、

渡
瀬
宗
近
・
道
秀
ら
は
、
宿
・
市
で
の
商
業
に
も
、
和
市
に
も
参
加
す
る
と
こ
ろ
の
、

商
業
的
、
投
企
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　

享
徳
二
年
に
は
、
蒲
西
方
年
貢
十
六
貫
三
百
文
が
皆
納
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

前
年
に
道
秀
（
渡
瀬
）
方
に
渡
し
た
二
十
五
貫
の
う
ち
で
あ
る
、
と
い
う
。
渡
瀬
道

秀

は
西
方
年
貢
二
十
五
貫
を
運
送
し
、
十
六
貫
三
百
文
を
納
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の

頃
の
年
貢
・
公
用
銭
は
、
代
官
石
田
義
賢
が
「
御
公
用
銭
只
今
舟
貫
文
分
運
送
申
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

御
目
出
度
候
、
此
商
人
を
御
連
候
て
、
可
罷
上
候
へ
共
…
…
」
と
言
う
よ
う
に
、
商
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人
に
任
せ
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
っ
た
。
だ
が
「
国
之
貧
劇
候
て
…
…
納
所
被
申
候
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

共
、
海
道
ふ
さ
か
り
候
て
、
商
人
罷
不
上
候
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
商
人
に
よ
る

運
送
も
困
難
を
極
め
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
情
勢
の
な
か
で
、
有
力
公
文
自
身
に
よ
る
年
貢
運
送
も
行
な
わ
れ
る
の

で
あ
り
、
綿
瀬
道
秀
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
享
徳
三
年
十
一
月
二
日
に
は
蒲
東
方
公

　
　
・
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

用
銭
運
送
を
惣
公
文
多
母
木
清
宗
方
が
請
負
い
、
康
正
参
年
五
月
廿
八
日
に
多
母
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

清
宗
と
形
部
四
郎
猶
畠
が
年
貢
一
五
〇
貫
「
運
上
」
を
請
負
っ
て
い
る
。
年
貢
運
上

と
上
洛
は
結
び
つ
く
が
、
享
徳
元
年
の
西
方
年
貢
は
「
始
テ
諸
公
文
上
落
之
時
運
上
、

　
　
　
　
　
（
5
5
）

東
ニ
モ
あ
り
」
と
記
さ
れ
、
公
文
上
洛
と
年
貢
運
上
が
結
び
つ
い
て
展
開
し
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
年
貢
は
商
人
だ
け
で
な
く
、
公
文
等
に
よ
っ
て
も
運
上
さ
れ
て

い

た
の
で
あ
る
（
公
文
が
商
人
で
も
あ
る
が
）
。

　
公
文
の
上
洛
は
何
を
目
的
と
し
て
い
る
か
。
申
状
提
出
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
が
、

公
文
職
拝
領
が
あ
る
。
正
式
の
公
文
職
補
任
は
上
洛
時
で
あ
り
、
「
今
度
上
落
仕
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

衛
門
太
郎
、
公
文
と
ま
か
り
成
…
…
」
の
よ
う
に
書
か
れ
る
。

　

こ
う
し
て
公
文
は
、
年
貢
和
市
と
も
関
連
し
て
、
引
間
市
（
宿
）
で
の
商
人
的
・

投
企
的
活
動
を
も
展
開
し
、
上
洛
と
下
向
を
く
り
返
し
つ
つ
、
本
所
と
の
接
触
の
な

か

で
、
公
文
職
を
獲
得
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
力
量
の
あ
る
人
物
に
複
数
の
公
文
職

が
集
ま
る
の
は
自
然
の
動
き
で
あ
る
。
公
文
職
は
特
定
の
人
々
に
集
積
さ
れ
て
、
公

文
職
権
を
テ
コ
に
し
た
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
く
（
荘
園
的
下
級
職
が
在
地
に
定
着

し
て
い
く
）
。

　

5
　
守
護
方
課
役
と
公
文
層

　
蒲
御
厨
は
応
嶋
氏
・
大
谷
氏
な
ど
の
守
護
方
勢
力
が
代
官
に
任
ぜ
ら
れ
て
、
守
護

方
と
の
協
調
関
係
も
見
ら
れ
る
。
享
徳
三
年
に
は
、
代
官
を
改
易
さ
れ
た
応
嶋
久
重

が
蒲
神
明
社
検
校
源
清
家
か
ら
下
村
名
を
買
得
し
、
蒲
に
入
部
し
よ
う
と
し
た
が
、

西
方
諸
公
文
・
東
大
寺
油
倉
が
反
対
し
、
つ
い
に
東
大
寺
が
下
村
名
を
買
得
し
蒲
神

明
社
検
校
源
清
家
が
下
村
名
年
貢
納
入
を
請
負
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス

に
お
い
て
、
遠
江
守
護
所
方
か
ら
蒲
政
所
（
代
官
）
へ
の
書
状
が
出
さ
れ
て
お
り

（二
通
）
、
守
護
所
の
関
与
が
見
う
け
ら
れ
る
。
し
か
も
そ
の
姿
勢
は
応
嶋
入
部
に
反

対
す
る
も
の
で
あ
り
、
東
大
寺
油
倉
や
蒲
西
方
諸
公
文
・
蒲
神
明
検
校
と
同
じ
歩
調

に
立
っ
て
い
る
。
応
嶋
久
重
は
守
護
方
の
人
物
で
あ
る
が
、
守
護
方
も
蒲
御
厨
に
お

け
る
応
嶋
の
行
動
に
は
手
を
焼
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
蒲
御
厨
の
現
地
経
営
に
つ
い
て
、
東
大
寺
側
、
現
地
公
文
層
、
国
方
（
守
護
所

方
）
の
三
者
は
、
こ
の
よ
う
に
一
定
度
の
協
調
関
係
が
認
め
ら
れ
る
と
思
う
（
享
徳

三
年
の
下
村
名
を
め
ぐ
る
動
き
を
例
外
的
な
事
例
と
し
て
処
理
す
べ
き
で
は
な
か
ろ

う
）
。
こ
の
よ
う
な
関
係
は
、
対
立
的
契
機
を
含
み
な
が
ら
も
、
守
護
方
課
役
負
担

を
め
ぐ
っ
て
も
認
め
ら
れ
る
。

　
康
正
元
年
（
一
四
五
五
）
十
一
月
、
関
東
と
の
戦
陣
に
関
わ
る
守
護
方
よ
り
の
課

役
が
蒲
御
厨
に
も
懸
け
ら
れ
た
。
そ
の
こ
と
を
示
す
最
初
の
史
料
は
次
の
多
母
木
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

宗
・
大
角
治
長
連
署
書
状
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
　

猶
々
申
上
候
、
関
東
夫
大
儀
二
御
さ
い
そ
く
候
、
そ
の
御
佗
言
二
御
代

　
　
　
　
　
　
　
府

　
　
　

官
　
御
出
符
候
　
も
　
そ
こ
は
く
御
領
之
失
墜
に
て
候
、
委
細
国
之
時

　
　
　

宜
、
御
代
官
様
よ
り
定
御
注
進
候
欺
、

畏
申
上
候
、

抑
御
代
官
様
今
月
可
有
御
上
洛
之
由
、
堅
被
仰
候
へ
と
も
、
御
年
貢
済
略
と
申
、

①　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

人

夫
以
下
被
申
懸
候
を
、
御
代
官
　
御
出
符
候
て
、
任
先
例
之
御
奉
書
之
旨
、

可
有
御
　
持
之
由
　
仰
候
へ
共
、
諸
事
　
申
懸
候
間
、
御
領
迷
惑
仕
候
に
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
屈
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

日
も
御
代
官
様
御
座
候
ハ
て
ハ
、
御
領
可
退
堀
仕
候
間
、
堅
留
申
候
、
次
二
国

方
へ
御
代
官
御
出
符
候
を
、
巨
細
尋
申
候
ヘ
ハ
、
　
　
之
御
状
候
、
可
付
申
由

　

仰
候
、
如
何
イ
之
御
皿
に
て
候
哉
、
楚
忽
二
可
有
御
付
候
事
ハ
、
不
可
然
候

之

由
申
候
て
、
乍
緩
怠
御
書
を
ハ
留
申
候
、
乍
恐
加
　
之
卒
爾
之
御
状
な
と
国

方
へ
　
遣
候
て
ハ
、
御
領
始
終
難
安
堵
仕
候
、
当
年
事
ハ
御
年
貢
涯
分
奔
走
申

候
へ
共
、
去
年
分
二
被
引
申
候
間
、
御
領
無
沙
汰
な
る
様
候
、
但
御
年
貢
涯
分
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可
致
奔
走
候
、
以
此
旨
可
預
御
披
露
候
、
恐
惇
謹
言
、

　
　
（
康
正
元
年
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
母
木
源
左
衛
門
尉

　
　
十
一
月
廿
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
宗
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
角
彦
左
衛
門
尉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
長
（
花
押
）

　
　
　
　
油
倉
へ
参

　
　
進
上
　
　
御
奉
行
所

　

こ
の
書
状
の
主
旨
は
、
関
東
戦
乱
の
た
め
国
方
（
守
護
方
）
も
出
立
し
、
先
例
を

破
っ
て
蒲
御
厨
に
も
人
夫
役
が
懸
け
ら
れ
た
（
①
）
。
蒲
代
官
は
守
護
所
に
出
府
し

て

交
渉
し
た
が
、
人
夫
役
は
懸
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
②
）
。
守
護
方
に
出
向

い

た
代
官
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
倉
様
」
（
油
倉
）
か
ら
守
護
所
に
宛
て
た
書
状
が
あ

り
「
可
付
申
由
」
と
の
趣
旨
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
迷
惑
で
あ
る
（
③
）
。

　
守
護
方
か
ら
の
人
夫
役
が
課
さ
れ
、
現
地
の
代
官
・
公
文
層
（
大
角
・
多
母
木
は

と
も
に
東
方
公
文
）
は
迷
惑
し
て
い
る
、
と
い
う
図
式
が
見
ら
れ
る
。
だ
が
同
時
に
、

大
角
・
多
母
木
は
東
大
寺
油
倉
と
国
方
と
に
よ
る
交
渉
決
着
を
心
配
し
て
い
る
。
油

倉
が
国
方
に
約
束
し
た
「
可
付
申
」
と
は
人
夫
役
銭
を
負
担
す
る
、
と
の
趣
旨
で
あ

ろ
う
が
、
現
地
の
公
文
と
し
て
負
担
を
勝
手
に
決
め
ら
れ
る
こ
と
を
警
戒
し
て
い
る
。

ま
た
今
回
の
代
官
出
府
の
仕
方
を
批
判
し
て
い
る
が
（
④
）
、
こ
れ
も
関
東
夫
に
対

す
る
尾
言
の
内
容
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
十
二
月
に
入
り
、
人
夫
役
（
野
伏
兵
料
米
等
）
の
催
促
は
東
大
寺
か
ら
の
申
入
れ

　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

に
よ
り
停
止
さ
れ
る
が
、
国
方
と
現
地
と
の
直
接
交
渉
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

　
東
大
寺
油
倉
下
部
弥
太
郎
書
状
（
同
年
十
二
月
十
七
日
付
）
は
「
自
国
方
兵
ら
う

米
過
分
懸
申
候
て
、
臆
以
使
け
ん
せ
き
被
至
間
、
種
々
佗
言
申
候
処
、
料
足
廿
余
貫

　
　
　
　
　
　
　
（
国
力
）

文
に
て
道
行
候
、
口
方
よ
り
東
方
之
御
代
官
と
申
候
ハ
人
と
て
、
折
か
ミ
を
被
入

候
」
と
油
倉
に
報
じ
て
い
る
よ
う
に
、
兵
料
米
負
担
額
は
二
十
余
貫
で
決
着
し
た
が
、

守
護
方
か
ら
「
東
方
之
御
代
官
」
と
の
間
で
協
議
す
る
と
の
「
折
紙
」
が
届
い
た
、

と
言
う
。
「
東
方
之
御
代
官
」
と
は
、
蒲
政
所
（
代
官
）
の
下
に
い
る
代
官
で
、
東

方
を
担
当
す
る
者
で
あ
ろ
う
。
先
に
書
状
を
出
し
て
い
る
大
角
・
多
母
木
が
と
も
に

東
方
公
文
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
東
方
御
代
官
は
多
母
木
・
大
角
な
ど

の
有
力
公
文
層
と
一
体
と
な
っ
て
荘
務
経
営
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
東
方
諸
公
文
等
は
同
日
付
（
十
二
月
十
七
日
）
の
書
状
で
、
油

倉
に
宛
て
「
守
護
方
よ
り
兵
根
米
過
分
二
申
か
け
ら
れ
、
聴
而
被
入
誼
責
候
之
間
、

御
公
用
廿
余
貫
文
不
道
行
候
」
と
通
告
し
て
い
る
。
兵
料
米
銭
が
廿
余
貫
で
あ
る
こ

と
、
そ
の
た
め
「
御
公
用
」
銭
の
う
廿
余
貫
文
が
「
不
道
行
」
と
な
っ
た
、
と
い
う

の

で

あ
る
。
つ
ま
り
守
護
方
か
ら
の
兵
料
米
銭
二
十
余
貫
を
公
用
銭
（
年
貢
銭
）
の

う
ち
か
ら
処
理
す
る
、
と
通
告
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
守
護
方
か
ら
懸
け
ら
れ
た
夫
役
（
銭
）
・
兵
料
米
（
銭
）
の
負
担

の

仕

方
を
め
ぐ
り
、
油
倉
・
現
地
代
官
・
有
力
公
文
層
、
さ
ら
に
守
護
所
方
に
は

各
々
の
利
害
に
起
因
す
る
動
き
が
あ
り
、
守
護
方
　
　
東
方
有
力
公
文
の
系
列
が
決

着
を
主
導
す
る
傾
向
が
見
て
と
れ
る
。
東
方
公
文
と
守
護
方
応
嶋
と
の
連
携
（
主
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

関
係
）
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
先
の
油
倉
下
部
弥
太
郎
書
状

は
「
西
方
よ
り
注
進
被
申
候
子
細
者
東
方
と
一
紙
二
直
納
候
て
諸
公
文
御
た
す
け
候

て

給
候
へ
と
被
申
候
二
」
と
も
述
べ
る
よ
う
に
、
西
方
諸
公
文
も
東
方
と
の
同
列
の

扱
い
を
求
め
て
い
る
。
東
方
だ
け
の
動
き
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
公

文
層
は
、
東
方
と
西
方
と
に
分
裂
し
て
お
り
、
各
々
で
書
状
を
油
倉
に
出
し
、
ま
た

一
方
は
守
護
方
と
の
連
携
を
深
め
る
な
ど
し
て
い
な
が
ら
、
共
同
す
る
場
面
で
は
共

同
し
た
の
で
あ
る
（
ま
た
東
・
西
の
内
部
で
も
分
裂
は
あ
っ
た
）
。

　
守
護
方
と
蒲
公
文
と
の
連
携
は
進
行
す
る
方
向
に
あ
り
、
長
禄
四
年
四
月
に
幕
府

は
「
遠
江
国
住
人
原
遠
江
入
道
以
下
牢
人
等
対
治
事
、
早
合
力
守
護
代
可
忠
節
」
と

守
護
代
に
合
力
し
て
牢
人
原
遠
江
対
治
を
命
ず
る
が
、
さ
ら
に
「
若
有
難
渋
輩
候
者
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

随
注
進
可
有
其
沙
汰
之
旨
、
可
被
加
下
知
蒲
御
厨
之
由
、
所
被
仰
下
也
」
と
言
っ
て
、

蒲
御
厨
に
も
難
渋
者
は
注
進
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
蒲
御
厨
は
守
護
代
方
武

力
と
し
て
幕
府
に
も
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
蒲
御
厨
に
お
け
る
守
護
代
方
武

力
と
し
て
は
、
ま
ず
東
方
公
文
、
と
く
に
大
角
・
多
母
木
な
ど
の
有
力
公
文
層
が
想

定
さ
れ
よ
う
。
彼
等
こ
そ
は
、
東
方
と
い
う
惣
村
的
結
合
に
基
礎
を
お
き
つ
つ
も
、

守
護
代
方
武
力
を
担
う
存
在
に
も
な
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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③
浜
名
神
戸
の
大
福
寺
所
領
と
名
本

　

1
　
大
福
寺
所
領

　

浜
名
湖
の
北
側
に
は
律
令
期
以
来
、
伊
勢
神
宮
領
た
る
浜
名
神
戸
が
展
開
し
、
や

が
て

そ
の
な
か
か
ら
複
数
の
薗
・
御
厨
が
生
成
し
た
。
こ
れ
ら
の
所
領
を
支
え
て
い

た
の
は
岡
本
郷
・
比
々
沢
郷
・
中
郷
な
ど
の
郷
で
あ
っ
た
。

　

大
福
寺
も
浜
名
湖
の
北
、
三
ケ
日
湖
の
北
岸
に
位
置
す
る
が
、
南
北
朝
期
以
降
、

浜
名
神
戸
の
な
か
に
所
領
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
が
、
在
地
の
村
落
有
力

者
層
か
ら
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
収
取
は
荘
園
制
的
機
構
に
依
存
し
た
も

の

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
大
福
寺
の
所
領
に
つ
い
て
は
、
天
文
十
三
年
田
地
注
文
（
大
福
寺
文
書
）
を

戦
国
大
名
今
川
氏
検
地
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
帳
面
で
あ
る
と
理
解
し
た
大
山
喬
平

が
、
大
福
寺
所
領
を
本
年
貢
（
伊
勢
神
宮
へ
の
年
貢
）
が
免
除
さ
れ
た
部
分
（
「
高

除
之
分
」
）
と
、
本
年
貢
を
負
担
す
る
部
分
（
「
十
方
旦
那
寄
進
分
」
）
と
に
わ
か
れ

て

い

る
と
解
析
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
本
年
貢
を
「
名
本
」
を
経
て
国
方
・
伊
勢
に

納
入
す
る
、
と
論
じ
た
。
後
者
（
「
十
方
旦
那
寄
進
分
」
）
は
周
辺
領
主
か
ら
寄
進
さ

れ

た
田
・
畠
一
筆
ご
と
の
物
件
で
あ
り
、
「
代
　
」
と
額
が
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

こ
の
額
に
は
本
年
貢
と
加
地
子
部
分
と
が
内
包
さ
れ
て
い
る
、
と
解
釈
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
、
一
六
世
紀
の
中
頃
の
、
今
川
領
国
下
に
お
い
て
も
荘
園
所
領
は
存
続

し
、
本
年
貢
は
名
本
（
本
名
）
を
媒
介
に
し
て
伊
勢
神
宮
に
納
入
さ
れ
て
い
る
と
主

張

し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
反
対
意
見
も
強
く
、
勝
俣
鎮
夫
は
、
「
高
除
之

分
」
は
こ
れ
以
前
か
ら
の
免
除
地
で
あ
り
（
名
主
得
分
と
本
年
貢
）
、
「
十
方
旦
那
寄

進
之
分
」
は
今
回
（
天
文
十
三
年
検
地
）
の
免
除
地
で
あ
り
、
と
も
に
今
川
氏
が
税

を
免
じ
た
も
の
と
理
解
し
、
後
者
の
「
代
ー
」
と
い
う
記
載
高
は
名
主
得
分
を
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

礎

に
し
て
い
る
が
本
年
貢
額
も
含
む
も
の
と
の
解
釈
を
示
し
た
。
戦
国
大
名
今
川
氏

の

検
地

は
荘
園
制
を
解
体
し
、
税
目
を
一
元
化
し
て
い
る
と
、
基
本
的
認
識
を
提
示

し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

　

戦

国
期
の
大
福
寺
所
領
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
も
研
究
が
多
く
出
さ
れ
、
意
見
が

わ
か
れ
て
い
る
。
だ
が
、
永
正
年
間
（
一
六
世
紀
初
頭
）
ま
で
は
荘
園
制
・
名
本
の

存
続
を
認
め
る
と
い
う
の
が
共
通
の
理
解
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
荘
園
制
・
名
本

の

荘
園
制
段
階
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
南
北
朝
段
階

の
、
解
体
に
入
っ
た
が
解
体
し
て
い
な
い
荘
園
・
名
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
ろ
う
。

　

室

町
期
荘
園
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
本
稿
の
目
的
か
ら
し
て
も
、
今
川
氏
検
地
で

も
存
続
が
検
討
課
題
と
な
る
よ
う
な
名
本
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
室
町
期
に
さ
か

の

ぼ
っ

て

検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

大
福
寺
文
書
の
な
か
の
寄
進
状
類
を
整
理
す
る
と
、
大
福
寺
の
得
た
所
領
内
容
は

田
・
畠
一
筆
ご
と
の
「
私
徳
」
や
「
諸
公
事
」
部
分
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
永
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

十
六
年
十
二
月
六
日
安
方
信
久
寄
進
状
は
「
此
弐
反
の
田
地
の
私
徳
を
も
っ
て
毎
年

毎
月
廿
一
日
み
ゑ
く
う
田
二
寄
進
申
候
」
と
い
い
、
永
享
五
年
十
二
月
五
日
禅
次
郎

　
　
（
6
7
）

寄
進
状
は
二
丈
の
田
地
を
寄
進
し
、
「
当
名
本
諸
公
事
を
奉
寄
進
処
実
正
也
」
と
い

う
。
多
く
の
寄
進
状
は
本
年
貢
負
担
を
義
務
づ
け
る
文
言
を
も
つ
が
、
こ
れ
ら
は
公

事
部
分
・
私
徳
の
寄
進
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

　
ま
た
康
正
三
年
十
月
二
十
日
直
海
寄
進
状
は
田
一
反
を
自
身
の
「
後
生
善
処
」
に

寄
進

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
合
一
反
」
の
下
に
「
在
所
嬬
田
、
年
貢
付
田
布
二
年

に
一
度
沙
汰
申
、
名
本
成
物
節
料
菟
五
始
、
名
本
司
監
名
」
と
注
記
し
て
い
る
。
大

福
寺
に
寄
進
さ
れ
た
田
地
一
反
に
つ
い
て
は
、
年
貢
布
（
二
年
に
一
度
）
・
名
本
成

物
節
料
菟
銭
を
名
本
（
司
監
名
）
へ
納
入
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
も
の
で
、
名
本

（名
）
制
が
存
続
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
。

　
大
福
寺
の
所
領
は
公
事
・
私
徳
部
分
だ
け
で
は
な
い
。
康
正
三
年
六
月
晦
日
賀
茂

　
　
　
　
　
（
6
9
）

忠
直
寄
進
地
注
文
は
津
々
木
郷
内
壱
段
の
田
地
の
場
所
を
特
定
し
た
も
の
で
あ
る
が

「右
彼
下
地
者
依
公
方
御
寄
進
、
在
所
定
置
者
也
」
と
い
う
よ
う
に
「
公
方
」
（
今
川

氏
）
か
ら
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
寄
進
物
件
は
年
貢
部
分
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た

発
給
者
賀
茂
忠
直
は
署
判
の
頭
に
「
代
」
を
付
し
て
い
て
、
津
々
木
郷
代
官
と
見
ら
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れ
る
（
賀
茂
氏
は
今
川
被
官
）
。

　
ま
た
、
大
福
寺
が
寄
進
さ
れ
た
物
件
の
な
か
に
は
名
本
と
し
て
の
年
貢
徴
収
権
を

も
獲
得
し
た
と
考
え
さ
せ
る
事
例
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）

　
　

奉
寄
進
　
大
福
寺
田
畠
之
事

　
　
合

　在
所
　
剛
淋
榊
観
順
鴫
コ
鶏
弐
版
壱
猷
姻
韻
蚊

　
　
右
件
田
者
、
為
後
生
善
処
仁
、
奉
寄
附
所
実
正
也
、
但
名
本
者
八
郎
左
衛
門
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
副
〕

　
　
よ
り
相
伝
仕
候
、
同
目
代
入
郎
右
衛
門
方
ノ
判
形
を
相
制
奉
施
行
候
上
者
、
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
書
〕

　
　
可

有
他
人
の
縞
候
、
年
貢
の
巨
細
者
、
本
文
所
ヲ
本
二
め
さ
れ
へ
く
候
、
伍
為

　
　
後
証
寄
進
状
如
件

　
　
　
　
文
正
元
轟
九
月
八
日
　
　
　
摩
訂
耶
麟
舞
（
花
押
）

　

こ
の
文
書
も
田
畠
寄
進
状
で
あ
る
が
、
注
意
さ
れ
る
べ
き
第
一
の
点
は
「
名
本
」

に
関
す
る
部
分
で
あ
る
。
八
郎
左
衛
門
方
か
ら
良
秀
は
「
名
本
」
を
相
伝
し
て
い
る

の

で

あ
り
、
目
代
判
形
を
付
け
て
の
寄
進
状
を
作
成
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
本
年
貢

を
名
本
に
納
入
す
る
必
要
は
な
い
。
こ
の
田
畠
の
名
本
は
本
福
寺
に
移
っ
た
の
で
あ

り
、
寄
進
者
良
秀
は
本
福
寺
に
対
し
て
「
年
貢
の
巨
細
者
本
文
所
ヲ
本
二
め
さ
れ
へ

く
候
」
と
言
っ
て
い
る
。
本
福
寺
が
年
貢
を
徴
収
す
る
の
で
あ
り
、
陸
畠
二
反
・
田

二
丈
の
下
に
注
記
さ
れ
た
「
代
四
貫
文
」
・
「
代
壱
貫
弐
百
文
」
は
本
年
貢
を
含
ん
だ

額
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
福
寺
が
取
得
し
た
所
領
内
容
は
一
筆
ご
と
の
私

徳
・
公
事
部
分
で
あ
る
が
、
年
貢
徴
収
権
（
名
本
権
）
を
得
た
物
件
も
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　

こ
の
事
例
か
ら
は
、
ま
た
、
こ
の
田
畠
の
名
本
が
八
郎
左
衛
門
↓
良
秀
（
摩
詞
耶

寺
花
蔵
坊
）
↓
大
福
寺
と
移
っ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
田
畠
一
筆
ご
と
の
名
本
と
し

て

の

権
利
（
名
本
権
）
の
移
動
の
激
し
さ
を
予
想
さ
せ
る
。
名
本
と
言
っ
て
も
、
鎌

倉
期
の
よ
う
な
名
制
度
が
室
町
期
ま
で
存
続
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
名
本
権
の
移

動
・
集
積
と
い
う
形
で
名
本
は
存
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

2
　
名
本
の
権
限

　
名
本
は
本
年
貢
を
徴
収
す
る
権
利
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
浜
名
神
戸

の

中
世
段
階
に
始
ま
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
一
五
世
紀
中
頃
後
半
の
時
期
に
は
変
容

し
て
い
た
。
こ
こ
の
年
貢
に
は
、
い
わ
ゆ
る
本
年
貢
と
節
料
・
菟
銭
が
あ
っ
た
。

　
文
明
七
年
四
月
仏
光
坊
尊
意
は
大
福
寺
俄
法
中
に
田
地
二
筆
（
一
反
と
一
丈
）
を

売
却
し
た
が
、
一
丈
の
方
は
＝
丈
ハ
現
米
九
升
六
合
、
節
料
・
菟
銭
六
合
⊥
ハ
文
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）

毎
年
名
本
江
可
有
沙
汰
候
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
米
・
節
料
・
菟
銭
の
す
べ
て

を
名
本
に
納
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
永
享
五
年
十
二
月
五
日
禅
次
郎
寄
進

状

は
田
二
丈
を
大
福
寺
年
行
事
に
寄
進
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
但
於
御
年
貢
者
、

張
紙
五
帖
・
米
七
升
九
合
惣
公
文
所
へ
可
有
さ
た
処
、
早
米
最
花
節
料
五
合
名
本
へ

　
　
　
（
7
2
）

可
給
候
」
と
言
っ
て
い
る
。
張
紙
・
米
は
惣
公
文
所
へ
、
節
料
は
名
本
へ
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
名
本
が
徴
収
す
る
の
は
節
料
だ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
田
・
畠
一
筆
ご
と
に
明
記
さ
れ
た
名
本
は
年
貢
（
全
部
か
一
部

か
）
を
徴
収
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
名
本
が
独
自
に
課
役
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

　
　

奉
寄
進
田
地
事

　
　
合
壱
段
一
丈
者
僻
＋
畑
不

　
　
　
右
件
田
地
、
難
為
秀
公
禅
師
買
得
相
伝
、
大
福
寺
薬
師
如
来
奉
寄
進
之
処
実

　
　
　
正

也
、
但
方
涼
百
文
、
節
料
白
米
五
合
、
菟
銭
五
文
可
有
沙
汰
、
此
‖

　
　
　
か

な
る
錐
為
親
類
名
　
、
別
之
煩
ム
　
物
あ
る
へ
か
ら
す
｛
、
仰
願
信
心
施

　
　
　
主
心
中
所
願
皆
令
満
足
故
也
、
伍
為
後
日
状
如
件
、

　
　
明
徳
二
年
梓
十
二
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

義
秀
（
花
押
）

　
方
涼
百
文
・
節
料
白
米
五
合
・
菟
銭
五
文
の
負
担
義
務
を
明
記
し
た
後
に
、
他
の

公
事
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
、
「
い
か
な
る
親
類
・
名
本
た

る
と
雌
も
、
別
の
煩
ひ
・
公
事
物
あ
る
へ
か
ら
ず
候
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
名

本
は

親
類
と
と
も
に
煩
い
や
公
事
物
を
懸
け
る
こ
と
が
あ
る
、
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

名
本
は
従
来
か
ら
の
慣
行
か
ら
は
ず
れ
た
公
事
物
・
煩
い
を
課
し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
を
明
記
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
に
そ
う
し
た
名
本
が
生
れ
つ
つ
あ
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る
こ
と
、
と
同
時
に
そ
れ
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
慣
習
的
世
界
の
あ
る
こ
と
を
示
し

て

い
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）

　

文
明
六
年
六
月
十
二
日
悟
渓
寄
進
状
も
寄
進
地
二
丈
（
一
丈
は
不
作
）
に
つ
き

「但
成
物
等
之
事
、
名
本
之
与
地
類
可
為
同
前
者
也
」
と
明
記
し
て
、
こ
の
寄
進
物

件
の

成
物
（
年
貢
）
が
同
じ
名
本
（
刀
祢
名
）
に
属
す
る
地
と
同
一
で
あ
る
、
と

言
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
名
本
は
、
一
筆
ご
と
の
土
地
に
則
し
て
、
年
貢
額
と
名
本

（徴
収
者
）
を
明
記
し
て
、
他
の
公
事
を
懸
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
意
図
が
働
い

て

い

る
。
年
貢
部
分
の
固
定
化
を
図
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

　

3
　
名
本
の
人
物
像

　
大
福
寺
領
を
扱
っ
た
従
来
の
研
究
は
名
本
を
制
度
と
し
て
扱
う
傾
向
に
あ
り
、
名

本
が
ど
の
よ
う
な
階
層
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
視
角
が
弱
い
。
そ
こ

で
室

町
期
を
中
心
に
、
名
本
と
な
っ
て
い
た
人
物
を
個
別
的
に
検
討
し
て
み
た
い
。

1
　
俊
士
入
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）

　
元
享
三
年
卯
月
八
日
僧
覚
尭
田
地
寄
進
状
に
惣
公
文
僧
静
朝
と
と
も
に
「
名
本
俊

士
入
道
」
と
し
て
連
署
す
る
（
花
押
）
。

2
　
小
山
友
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
）

　
元
徳
三
年
二
月
八
日
僧
良
範
田
地
寄
進
状
に
「
名
本
小
山
友
永
」
と
し
て
連
署
す

る
（
花
押
）
。
寄
進
状
本
文
の
な
か
に
も
「
但
於
所
当
者
向
御
名
田
得
分
四
丈
分
、

米
参
斗
六
合
井
別
厨
布
綿
等
者
、
以
代
物
、
名
本
友
永
之
許
可
送
給
也
」
と
記
さ
れ
、

小

山
友
永
が
現
実
の
名
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
小
山
と
い
う
苗
字
を
持
つ
の
で

あ
る
が
、
近
辺
で
は
小
山
な
る
中
世
地
名
は
認
め
ら
れ
ず
、
豊
田
郡
小
山
が
候
補
に

あ
げ
ら
れ
よ
う
。
文
明
十
二
年
八
月
の
三
河
国
乾
坤
院
接
戒
会
に
小
山
の
昌
洞
・
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）

坤
ら
が
参
加
し
て
い
る
が
、
こ
の
小
山
友
永
と
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
か
。

3
　
摩
詞
耶
寺
花
蔵
坊
良
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
8
）

　
文
正
元
年
九
月
八
日
良
秀
寄
進
状
は
名
本
権
を
も
付
し
て
田
畠
二
筆
（
畠
二
反
・

田
二
丈
）
を
寄
進
し
て
い
る
が
、
「
名
本
者
八
郎
左
衛
門
方
よ
り
相
伝
仕
候
」
と
い

い
、
八
郎
左
衛
門
よ
り
名
本
権
を
獲
得
し
、
名
本
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
良
秀
は
署
判
の
肩
に
「
摩
詞
耶
寺
花
蔵
坊
」
と
付
し
て
お
り
、
摩
詞
耶
寺
華
蔵

坊
の
坊
主
で
あ
っ
た
。
摩
詞
耶
寺
は
大
福
寺
に
近
く
、
同
じ
真
言
系
寺
院
で
あ
り
、

南
北
朝
期
に
は
本
末
相
論
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
応
仁
二
年
三
月
一
日
惣
公
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
9
）

兵
衛
三
郎
景
久
田
地
売
券
に
よ
れ
ば
、
摩
詞
耶
寺
花
蔵
坊
は
田
地
（
四
丈
）
を
買
得

し
て
い
る
。
在
地
寺
庵
の
私
領
集
積
を
示
す
事
例
で
あ
る
。

4
　
法
師
丸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
0
）

　
延
徳
二
年
六
月
二
十
三
日
岡
本
昌
光
田
地
（
一
反
）
売
券
に
「
名
本
宗
枝
名
、
御

年
貢
ハ
法
師
丸
江
沙
汰
」
と
あ
る
よ
う
に
、
宗
枝
名
の
名
本
で
あ
っ
た
。
在
地
の
僧

か
。5

　
た
た
き
九
郎
左
衛
門

　
前
出
の
応
仁
二
年
三
月
一
日
惣
公
文
兵
衛
三
郎
田
地
売
券
に
は
「
名
本
ハ
た
・
き

九

郎
左
衛
門
に
て
候
、
…
…
年
貢
ハ
名
本
九
郎
左
衛
門
方
へ
毎
年
弐
百
文
宛
さ
た
あ

る
へ
く
候
」
と
あ
り
、
名
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
た
た
き
」
は
但
木
で
あ

り
、
「
但
木
村
」
・
「
但
木
御
薗
」
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
な
村
落
で
あ
っ
た
。
但
木
村

は

大
福
寺
と
の
関
連
が
深
く
、
元
弘
四
年
に
は
「
開
発
地
」
が
大
福
寺
三
所
権
現
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
1
）

楽
田
と
し
て
寄
進
さ
れ
て
お
り
、
寄
進
者
は
「
多
々
木
沙
汰
人
」
（
忍
願
・
弥
四

郎
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
寛
正
二
年
に
は
大
福
寺
不
動
堂
棟
上
に
は
「
た
・
木
」
の
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
2
）

兵
衛
・
宝
林
庵
・
祢
宜
・
廣
音
が
奉
加
し
て
い
る
。

　
康
正
二
年
奉
加
の
四
人
や
沙
汰
人
は
無
姓
で
あ
り
、
一
方
の
名
本
「
た
・
き
九
郎

左
衛
門
」
は
左
衛
門
の
官
途
表
示
を
し
て
い
る
。
村
落
官
途
に
つ
い
て
は
、
村
落
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
3
）

祀

用
途
負
担
と
の
関
連
か
ら
称
号
を
名
乗
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
「
た

た
き
九
郎
左
衛
門
」
も
、
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
大
福
寺
祭
礼
費
用
を
積

極
的
に
負
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
村
落
上
層
者
に
な
っ
て
い
る
、
と
見
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
6
　
ひ
・
さ
わ
与
一
兵
衛

　

こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
名
本
で
あ
っ
た
と
い
う
確
証
は
な
い
が
、
文
安
六
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
4
）

二

十
七
日
浜
名
惣
公
文
永
り
ん
田
地
売
券
に
副
え
書
し
て
い
る
。
売
券
は
方
涼
田
一
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反
の

売
却
で
あ
る
が
、
「
但
年
貢
八
百
文
、
せ
ち
れ
う
の
白
米
五
合
、
う
さ
き
の
銭

五
文
、
毎
年
名
本
へ
さ
た
あ
る
へ
し
」
と
名
本
へ
の
年
貢
納
入
を
確
認
し
て
い
る
。

年
月
日
の
下
に
「
う
り
ぬ
し
　
は
ま
な
の
惣
公
文
永
り
ん
」
の
署
判
が
あ
り
（
花

押
）
、
文
書
袖
に
「
わ
た
し
申
候
、
ひ
・
さ
ハ
与
一
兵
衛
（
花
押
）
」
と
の
副
え
書
き

が
あ
る
。

　
「
ひ
・
さ
わ
与
一
兵
衛
」
が
署
判
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
、
こ
の
売
却
を

確
認
す
る
た
め
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
し
て
確
認
す
る
彼
の
立
場
は
、
年
貢
徴

収
者
（
名
本
）
た
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ひ
び
さ
わ

与
一
は
名
本
と
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、
名
本
の
立
場
か
ら
署
判
し
た
の
で
あ
る
。

「
わ
た
し
申
候
」
と
記
す
の
は
、
あ
る
い
は
名
本
と
し
て
の
権
利
を
も
買
主
（
大
福

寺
）
に
渡
し
た
と
も
解
釈
で
き
る
が
、
ひ
び
さ
わ
与
一
は
名
本
と
し
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

　
ひ

び

さ
わ
与
一
兵
衛
は
「
比
々
沢
郷
」
に
本
拠
を
お
く
比
々
沢
氏
の
人
物
と
考
え

て

よ
い
。
比
々
沢
氏
で
は
、
弘
安
十
一
年
四
月
に
「
尾
奈
御
厨
内
比
々
沢
郷
字
中
曽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
5
）

祢
」
の
田
地
三
杖
を
大
福
寺
に
寄
進
し
た
「
比
々
沢
平
四
郎
右
衛
門
尉
真
家
」
が
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
6
）

る
。
ま
た
文
明
六
年
六
月
十
二
日
悟
渓
寄
進
状
に
よ
れ
ば
、
寄
進
地
は
「
比
々
沢
見

　
　
　
　
　
　
（
買
）

芳
之
先
祖

よ
り
売
得
」
し
た
と
い
う
。
ま
た
寛
正
二
年
大
福
寺
不
動
堂
棟
上
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
7
）

「
比
々

沢
左
近
允
母
」
が
奉
加
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
比
々
沢
氏
は
比
々
沢
郷
に
本
拠
を
お
く
と
こ
ろ
の
郷
名
領
主

で

あ
る
が
、
与
一
兵
衛
・
見
芳
・
左
近
允
な
ど
は
郷
に
基
盤
を
お
く
と
い
う
よ
り
は
、

そ
の
下
の
村
に
拠
点
を
持
つ
存
在
で
あ
る
と
見
ら
れ
、
土
地
の
集
積
・
寄
進
を
展
開

す
る
資
力
を
有
し
て
い
た
存
在
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
本
福
寺
祭
礼
に
積
極
的
に
関

わ
る
な
ど
、
但
木
九
郎
左
衛
門
と
同
様
な
面
も
見
う
け
ら
れ
る
。

　
以

上
、
室
町
期
に
名
本
と
し
て
現
わ
れ
る
の
は
小
山
・
但
木
・
比
々
沢
な
ど
の
在

地
有
姓
武
士
や

摩
詞
耶
寺
花
蔵
坊
な
ど
の
在
地
寺
庵
で
あ
る
。
前
者
は
蒲
御
厨
の
有

勢
公
文
層
に
相
当
す
る
人
々
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
階
層
に
よ
っ
て
名
本
（
本
年
貢
納

入
）
は
担
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

4
　
守
護
方
と
の
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
8
）

　
文
明
十
四
年
六
月
三
十
日
の
浜
名
神
戸
検
畠
日
記
は
惣
公
文
が
伊
勢
神
宮
に
提
出

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
岡
本
郷
・
中
郷
・
津
々
木
郷
と
い
う
郷
単
位
で
結

解
さ
れ
て
お
り
、
浜
名
神
戸
の
収
納
が
郷
を
基
礎
に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
名

本
は
伊
勢
神
宮
と
の
関
係
で
は
表
に
出
な
い
の
で
あ
り
、
在
地
の
年
貢
収
納
シ
ス
テ

ム

で
あ
っ
た
。

　
文

明
十
年
に
は
浜
名
神
戸
の
「
年
貢
諸
公
事
以
下
難
渋
」
が
問
題
と
な
り
、
難
渋

の

原
因
で
あ
る
堀
江
小
猿
に
「
未
進
」
を
究
済
さ
せ
る
よ
う
、
幕
府
は
遠
江
守
護
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
9
）

甲
斐
八
郎
左
衛
門
尉
に
命
じ
て
い
る
。
浜
名
神
戸
の
年
貢
収
納
が
守
護
方
に
依
存
し

て

実
現
す

る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
守
護
代
方
か
ら
大
福
寺
所
領
へ
の
関
与
は
、
室
町
期
に
、
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
0
）

　
　

「大
福
寺
　
光
寿
院
参
　
岡
本
［
」

　
　
　
永
売
渡
申
田
之
事

　
　
　
在
所
松
下
　
同
所
在
所
宗
口
ロ
ェ
寄
進

　
　
合
一
反
之
内
　
名
本
宗
枝
名
御
年
貢
ハ

　
　
　
　
不
丈
　
　
　
　
法
師
丸
江
沙
汰

　
　
右
彼
下
地
者
、
依
有
要
用
、
代
弐
貫
五
百
文
売
渡
申
処
実
正
也
、
但
年
貢
公
田

　
　
米
足
四
丈
之
分
米
四
斗
二
升
九
合
之
内
、
一
斗
四
升
三
合
代
百
三
十
文
国
方
江

　
　
六
月
さ
た
す
へ
し
、
一
斗
四
升
三
合
代
七
十
二
文
社
家
江
十
一
月
さ
た
す
へ
し
、

　
　
残
分
ハ
除
候
、
口
御
ゆ
わ
か
し
三
度
あ
る
へ
く
候
、
此
外
よ
の
諸
役
不
可
有
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
政
脱
力
）

　
　
地

頭
御
政
所
殿
、
違
乱
煩
申
ま
し
く
候
、
又
天
下
一
統
之
徳
入
候
共
、
一
儀
煩

　
　

あ
る
ま
し
く
候
、
伍
為
後
日
状
如
件

　
　
　
　
延
徳
二
頗
年
六
月
廿
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

売
主
岡
本
昌
光
（
花
押
）

大
福
寺

　
　
光
寿
院
参
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こ
の
売
券
に
よ
れ
ば
、
田
一
反
を
大
福
寺
光
寿
院
に
売
却
し
た
岡
本
昌
光
は
、

「御
年
貢
」
を
宗
枝
名
名
本
法
師
丸
に
沙
汰
す
べ
き
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
の

年
貢
は
四
斗
二
升
九
合
で
あ
る
が
、
内
わ
け
を
図
示
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

四

斗
二
升
九
合

　
・

一
斗
四
升
九
合
1
1
代
百
三
十
文
、
国
方
へ
六
月
沙
汰

　
・

一
斗
四
升
九
合
1
1
代
七
十
二
文
、
社
家
へ
十
一
月
沙
汰

　
・

残
分
（
一
斗
四
升
九
合
）
は
免
除
〔
湯
わ
か
し
の
費
用
〕

　

公

田
一
反
の
分
米
（
四
斗
二
升
九
合
）
が
三
分
さ
れ
て
、
三
分
一
は
国
方
、
三
分

一
は
社
家
、
三
分
一
は
免
除
、
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
分
米
は
こ
こ
で
分
割
さ
れ
て

い
る
。

　
「
国
方
江
沙
汰
」
と
は
国
方
へ
納
入
す
る
、
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
国
方

を
通
し
て
伊
勢
神
宮
へ
納
入
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
「
代
」
の
額
の
相
違
を
考

慮
す
る
と
、
国
方
が
取
得
し
た
と
解
釈
で
き
る
。
つ
ま
り
国
方
は
一
斗
四
升
三
合
の

値
が
最
高
に
な
る
六
月
の
和
市
で
収
納
し
た
の
で
あ
る
。
国
方
の
意
向
が
強
く
働
い

て

い

る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
社
家
へ
の
納
入
は
十
一
月
で
あ
り
、
稲
収
穫
後
の
こ
と
で
あ
り
、

年
貢
納
入
時
期
に
ふ
さ
わ
し
い
。
米
年
貢
収
納
の
本
来
的
な
姿
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

こ
の
社
家
は
伊
勢
神
宮
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

こ
う
し
て
、
こ
の
公
田
一
反
に
対
し
て
は
、
分
米
額
の
三
分
一
を
守
護
方
が
取
得

す
る
よ
う
に
な
り
、
し
か
も
和
市
値
の
高
い
六
月
に
銭
で
収
納
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ど
う
し
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
他
の

田
地
の
す
べ
て
が
こ
の
様
に
な
っ
た
と
も
思
わ
れ
な
い
が
、
守
護
方
が
年
貢
の
一
部

を
取
得
す
る
田
地
も
生
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
田
地
一
反
の
名
本
は
法
師
丸
で
あ
る
。
彼
は
年
貢
米
（
実
際
に

は
銭
）
を
三
分
割
し
、
守
護
方
・
社
家
・
大
福
寺
に
納
入
し
た
の
で
あ
り
、
守
護
方

年
貢
収
取
を
も
支
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
名
本
は
年
貢
徴
収
者
で
あ
り
、
守
護
方

も
伊
勢
神
宮
も
本
福
寺
も
、
本
年
貢
部
分
に
つ
い
て
は
名
本
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な

い
の

で

あ
る
（
田
地
剰
余
の
う
ち
本
年
貢
部
分
の
比
重
は
小
さ
く
な
っ
て
い
た
と
し

て
も
）
。

　

こ
こ
か
ら
は
本
福
寺
が
本
年
貢
取
得
権
を
得
た
こ
と
が
分
る
が
、
本
福
寺
の
所
領

は
他
の
寄
進
状
・
売
券
に
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
年
貢
取
得
田
（
本
名
権
も
付

属
）
、
諸
公
事
取
得
田
畠
、
私
徳
取
得
田
畠
の
三
者
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
様
々

な
レ
ベ
ル
の
権
益
を
も
つ
田
畠
で
構
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
他

の
在
地
の
寺
庵
や
有
力
者
の
所
領
も
同
様
だ
と
考
え
て
も
い
い
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
錯
綜
し
た
権
益
の
な
か
で
、
］
筆
ご
と
に
分
割
さ
れ
た
名
本
権
の
集

積

は
本
年
貢
徴
収
権
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
拡
大
運
用
も
可
能
で
あ
っ
た
。
「
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
1
）

本
・
親
類
」
が
前
例
の
な
い
課
役
を
懸
け
て
は
な
ら
な
い
と
の
売
券
文
言
、
ま
た
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
2
）

本
が

そ
の
田
地
耕
作
を
強
制
す
る
こ
と
が
容
認
さ
れ
て
い
る
文
言
、
こ
れ
ら
は
名
本

権
の
拡
大
運
用
が
あ
り
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
錯
綜
し
た
権
益
（
所
有
）

や
重
層
化
す
る
税
・
課
役
の
あ
り
方
は
、
権
力
に
一
元
化
（
整
理
）
を
求
め
る
こ
と

に
な
ろ
う
。

④
ま
と
め
と
展
望

　
本
稿
は
、
全
体
と
し
て
、
代
官
請
の
下
で
在
地
有
力
者
が
村
落
（
惣
村
）
と
荘
園

制
・
守
護
制
と
の
接
点
に
立
っ
て
、
公
文
職
や
名
主
職
（
名
本
権
）
を
挺
子
と
し
つ

つ

、
自
己
の
権
益
を
拡
張
し
て
い
る
、
と
い
う
趣
旨
を
展
開
し
た
。
そ
し
て
在
地
有

力
者
に
つ
い
て
は
、
惣
村
を
基
盤
に
し
つ
つ
も
、
惣
村
か
ら
離
脱
も
し
つ
つ
あ
り
、

国
人
領
主
・
守
護
方
勢
力
と
結
び
つ
つ
、
一
つ
の
社
会
権
力
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
、

と
想
定
し
た
。
こ
う
し
た
立
論
の
も
と
に
し
た
の
は
、
東
寺
領
原
田
荘
・
村
櫛
荘
、

東
大
寺
領
蒲
御
厨
、
伊
勢
神
宮
領
浜
名
神
戸
内
大
福
寺
領
に
関
す
る
個
別
的
考
察
で

あ
る
が
、
そ
れ
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　
原
田
荘
・
村
櫛
荘
を
扱
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
時
期
の
荘
園
知
行
の
特
徴
を
述

べ
た
。
室
町
期
荘
園
で
は
代
官
請
が
広
汎
に
見
ら
れ
る
が
、
現
地
の
荘
経
営
に
お
い
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て

は
守
護
方
と
の
協
調
関
係
が
不
可
欠
で
あ
り
、
年
貢
未
進
問
題
も
守
護
方
に
依
頼

し
て
解
決
へ
と
向
う
。
そ
れ
だ
け
に
守
護
方
か
ら
の
課
役
賦
課
に
ど
う
対
応
す
る
か

が
請
負
代
官
と
し
て
も
中
心
的
課
題
で
あ
り
、
荘
園
年
貢
と
守
護
方
課
役
の
双
方
を

負
担
す
る
シ
ス
テ
ム
に
入
っ
て
い
く
。

　
蒲
御
厨
を
扱
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
請
負
代
官
応
嶋
氏
の
二
〇
年
に
わ
た
る
知
行
を

段
階

的
に
理
解
し
、
公
文
層
と
決
定
的
対
立
に
到
っ
た
の
は
最
後
の
一
・
二
年
の
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
比
較
的
協
調
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
応
嶋
氏
と

公
文
等
と
の
決
定
的
対
立
点
は
、
諸
公
文
が
郷
ご
と
に
展
開
し
て
い
た
伊
勢
上
分

田
・
仏
神
田
・
荒
地
の
知
行
権
を
応
嶋
氏
が
否
定
し
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
公
文
等

の
結
集
の
紐
帯
と
な
っ
て
い
た
蒲
神
明
社
祭
礼
の
奪
取
で
あ
っ
た
。
公
文
職
の
職
権

と
し
て
は
年
貢
取
継
・
和
市
・
結
解
状
作
成
な
ど
が
あ
り
、
年
貢
取
継
二
〇
年
を

「
当
知
行
」
の
根
拠
に
す
る
よ
う
な
慣
習
も
形
成
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
職
権

や

田
地
知
行
と
結
び
つ
い
た
権
益
を
拡
大
し
つ
つ
、
享
受
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
公
文
等
の
荘
園
的
職
に
も
と
つ
く
知
行
は
慣
習
法
を
も
生
み
出
す
ほ
ど
で
あ
り
、

代
官
応
嶋
氏
の
支
配
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
期
間
は
こ
れ
に
依
存
し
て
い
た
の
で

あ
っ
た
。
彼
等
公
文
層
は
、
本
来
は
郷
ご
と
に
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
西
方
・
東
方

と
結
集
し
て
い
て
惣
村
に
基
盤
を
も
つ
が
、
個
別
的
に
国
人
吉
良
氏
や
守
護
代
甲
斐

方
と
結
ぶ
な
ど
し
て
い
て
、
一
つ
の
社
会
権
力
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。

　

浜
名
神
戸
大
福
寺
領
を
あ
つ
か
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
戦
国
初
期
（
永
正
年
間
）
ま

で
残
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
名
本
制
（
本
年
貢
徴
収
権
）
は
、
室
町
期
（
一
五
世
紀
中

頃
・
後
半
）
に
お
い
て
田
・
畠
一
筆
ご
と
に
名
本
（
権
）
が
成
立
し
て
お
り
、
在
地

寺
庵
や
村
落
有
力
者
に
よ
っ
て
集
積
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
名
本
は

本
来
の
名
の
ま
ま
存
続
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
在
地
有
力
者
に
よ
っ
て
、
田
畠
一

筆
ご
と
に
細
分
化
さ
れ
た
名
本
権
が
集
積
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る

の
が
実
態
で
あ
っ
た
。
大
福
寺
も
こ
の
名
本
権
を
付
属
し
た
田
地
を
集
積
し
て
い
る

の

で

あ
り
、
諸
公
事
得
分
・
私
徳
の
取
得
田
畠
と
と
も
に
、
大
福
寺
所
領
を
構
成
し

て

い

る
。
こ
の
こ
と
は
在
地
寺
庵
も
、
在
地
有
力
者
も
同
様
で
あ
り
、
彼
等
の
所
領

は
本
年
貢
取
得
田
畠
・
諸
公
事
取
得
田
畠
・
私
徳
取
得
田
畠
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い

る
の
で
あ
り
、
そ
の
所
領
は
複
雑
を
極
め
て
い
た
。
税
・
課
役
の
多
元
化
が
進
行

し
て
い
る
状
態
な
の
で
あ
り
、
や
が
て
そ
の
整
理
が
権
力
の
課
題
と
な
る
（
大
名
検

地
）
。

　

こ
う
し
た
守
護
方
課
役
・
荘
園
年
貢
の
負
担
の
構
造
は
、
村
落
と
直
接
に
向
き
合

う
荘
官
層
の
調
整
課
題
で
あ
り
、
彼
ら
は
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
権
益
を
拡
張
し
て
い

た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
室
町
期
の
荘
園
は
守
護
制
（
幕
府
ー
守
護
）
と
の
関
連
を

考
慮
せ
ず
し
て
考
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
は
周
知
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
段
階
の
荘
園
現
地
知
行
を
扱
う
に
は
村
落
と
直
接
に
向
き
合
う
存
在
に
こ
そ
注

目
す
べ
き
で
あ
り
、
請
負
代
官
の
荘
園
経
営
は
彼
ら
に
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
忘

れ
て

は
な
ら
な
い
。

　
室

町
期
の
荘
園
制
の
あ
り
方
を
、
在
地
領
主
に
よ
る
荘
園
否
定
の
過
程
と
し
て
で

な
く
、
独
自
の
秩
序
を
持
っ
て
い
た
と
す
る
伊
藤
俊
一
は
、
こ
の
時
期
の
荘
園
を
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
3
）

え
て
い
た
村
落
有
力
者
を
「
沙
汰
人
」
と
し
て
範
疇
化
す
る
試
み
を
提
示
し
て
い
る
。

伊
藤
の
構
想
そ
の
も
の
に
は
賛
成
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
「
沙
汰
人
」
範
疇
に
つ
い

て

は
、
「
沙
汰
」
と
い
う
文
言
が
持
つ
多
義
性
ゆ
え
に
概
念
と
し
て
は
不
明
確
で
あ

り
、
賛
成
で
き
な
い
。
荘
園
制
・
守
護
制
・
村
落
の
三
者
の
接
点
に
た
ち
、
荘
園
制

的
職
を
挺
子
に
し
つ
つ
、
そ
の
間
の
調
整
作
業
を
展
開
し
、
自
己
の
権
益
拡
大
を

図
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
い
ま
の
と
こ
ろ
「
在
地
荘
官
」
と
し
て
お
き
た
い
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
4
）

存
在
は
一
種
の
「
社
会
的
権
力
」
と
で
も
呼
び
う
る
程
の
も
の
で
あ
り
、
国
家
か
ら

も
村
落
か
ら
も
自
由
な
局
面
を
開
拓
し
つ
つ
あ
る
と
思
う
。

　

ま
た
蒲
公
文
等
の
活
動
は
請
負
代
官
の
知
行
を
補
う
面
も
あ
り
、
上
洛
を
く
り
か

え
し
て
い
る
。
室
町
期
矢
野
荘
名
主
層
が
代
官
支
配
と
補
完
関
係
に
あ
る
こ
と
は
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
5
）

で

に
榎
原
雅
治
が
論
じ
て
い
る
が
、
蒲
御
厨
で
も
同
様
の
事
態
が
見
ら
れ
る
。
室
町

期
に
お
け
る
荘
園
制
の
存
続
を
考
え
る
場
合
、
こ
の
存
在
に
よ
る
下
支
え
を
十
分
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
た
だ
名
主
職
が
在
地
有
力
者
に
集
積
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
り
、
名
主
職
集
積
者
に
よ
る
荘
園
現
地
知
行
な
の
で
あ
る
。
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（
9
6
）

　
本
稿

は
、
そ
の
在
地
有
力
者
の
社
会
経
済
的
存
在
形
態
を
考
察
し
て
お
ら
ず
、
不

十
分
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
た
だ
従
来
は
戦
国
期
へ
と
展
開
す
る
側
面
ば

か

り
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
室
町
期
段
階
の
、
旧
体
制
に
依
拠
し
た
在

地
権
勢
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
た
つ
も
り
で
あ
る
。

註（
1
）
　
永
原
慶
二
「
室
町
幕
府
1
1
守
護
領
国
制
下
の
土
地
制
度
」
（
竹
内
理
三
編
『
土
地
制
度
史

　
　

1
』
所
収
、
↓
九
七
三
年
、
山
川
出
版
社
）
・
同
『
荘
園
』
（
一
九
九
八
年
、
吉
川
弘
文
館
）

　
　
に

代
表
さ
れ
る
。
現
在
で
も
通
説
的
位
置
を
し
め
て
い
る
。

（
2
）
　
こ
う
し
た
編
成
替
え
が
軍
制
に
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
高
橋
典
幸
「
鎌
倉
幕

　
　
府
軍
制
の
構
造
と
展
開
」
（
『
史
学
雑
誌
』
一
〇
五
編
一
号
、
一
九
九
六
年
）
参
照
。

（
3
）
　
新
田
英
治
「
室
町
時
代
の
公
家
領
に
お
け
る
代
官
請
負
に
関
す
る
一
考
察
」
（
宝
月
圭
吾
先

　
　
生

還

暦
記
念
会
編
『
日
本
社
会
経
済
史
研
究
中
世
編
』
所
収
、
］
九
七
二
年
、
吉
川
弘
文

　
　
館
）

（
4
）
　
大
山
喬
平
「
戦
国
大
名
領
下
の
荘
園
所
領
」
（
『
小
葉
田
淳
教
授
退
官
記
念
国
史
論
集
』
所

　
　
収
、
一
九
七
〇
年
）
は
大
福
寺
文
書
中
の
五
種
の
田
地
注
文
を
今
川
検
地
の
も
と
で
作
成
さ

　
　
れ

た
も
の
と
位
置
づ
け
、
そ
の
分
析
か
ら
、
今
川
領
国
下
で
も
名
本
（
本
名
）
に
よ
る
本
年

　
　
貢
徴
収
と
年
貢
送
進
が
続
い
て
い
た
、
と
論
じ
る
。
一
方
、
勝
俣
鎮
夫
「
戦
国
大
名
今
川
氏

　
　
検
地
の
一
事
例
」
（
『
戦
国
法
成
立
史
論
』
所
収
、
東
京
大
学
出
版
会
、
初
出
は
一
九
七
五

　
　
年
）
は
大
名
権
力
に
よ
る
荘
園
年
貢
の
否
定
・
吸
収
と
名
本
制
解
体
を
論
ず
る
。
こ
の
後
も

　
　
多
く
の
論
考
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
。

（
5
）
　
伊
藤
俊
一
「
中
世
後
期
に
お
け
る
『
荘
家
』
と
地
域
権
力
」
（
『
日
本
史
研
究
』
三
六
八
号
、

　
　
一
九
九
三
年
）
、
同
「
中
世
後
期
の
地
域
社
会
と
荘
園
制
」
（
『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
二

　
　
四
二
・
二
四
三
合
併
号
、
二
〇
〇
一
年
）

（
6
）
　
村
井
章
介
「
東
寺
領
遠
江
国
原
田
・
村
櫛
両
荘
の
代
官
請
負
に
つ
い
て
」
（
『
静
岡
県
史
研

　
　
究
』
第
七
号
、
一
九
九
一
年
）

（
7
）
　
年
欠
十
二
月
十
五
日
遠
江
守
護
今
川
仲
秋
書
状
案
（
東
寺
百
合
文
書
さ
、
『
静
岡
県
史
資
料

　
　
編
中
世
二
』
一
〇
九
二
号
、
以
下
『
静
』
二
ー
一
〇
九
二
）
、
年
欠
十
一
月
二
十
八
日
同
状
案

　
　
（
教
主
護
国
寺
文
書
、
『
静
』
二
ー
↓
〇
九
三
）

（
8
）
　
康
応
元
年
九
月
十
八
日
原
田
荘
領
家
本
所
年
貢
徴
符
（
束
百
サ
、
『
静
』
二
ー
一
〇
九
二

（
9
）
　
注
（
7
）
『
静
』
二
ー
一
〇
九
一

（
1
0
）
　
明
徳
四
年
十
一
月
三
十
日
善
恵
書
状
（
教
王
護
国
寺
文
書
、
『
静
』
二
ー
＝
六
六
）

（
1
1
）
　
深
井
瑞
勝
陳
状
（
東
百
さ
『
静
』
二
ー
一
一
六
八
）

（
1
2
）
　
最
勝
光
院
方
評
定
引
付
（
嘉
吉
三
年
八
月
十
一
日
（
東
百
る
、
『
静
』
二
〇
二
七
）

（
1
3
）
　
同
前
（
八
月
十
三
日
）

（
1
4
）
　
嘉
吉
三
年
八
月
日
東
寺
雑
掌
申
状
土
代
（
東
百
サ
、
『
静
』
ニ
ー
二
〇
三
〇
）

（
1
5
）
　
最
勝
光
院
方
引
付
（
嘉
吉
三
年
七
月
十
六
日
∀
、
『
静
』
三
ー
二
〇
二
五

（
1
6
）
　
同
前
、
『
静
』
二
　
二
〇
四
六

（
1
7
）
　
鈴
蔵
常
喜
書
状
、
東
百
え
、
『
静
』
二
ー
＝
二
〇
三

（
1
8
）
　
永
光
書
状
、
東
百
さ
、
『
静
』
二
ー
一
四
九
五

（
1
9
）
　
原
頼
氏
書
状
、
東
百
さ
、
『
静
』
ニ
ー
＝
二
八
一

（
2
0
）
　
同
前

（
2
1
）
　
（
応
永
十
九
年
）
七
月
二
十
四
日
金
剛
王
院
光
演
書
状
、
東
百
ウ
、
『
静
』
ニ
ー
一
四
八
三

（
2
2
）
　
（
応
永
十
九
年
）
七
月
二
十
六
日
幕
府
奉
行
人
治
部
則
栄
書
状
、
東
百
え
、
『
静
』
ニ
ー
↓

　
　
四

八
五

（
2
3
）
　
応
永
十
九
年
八
月
九
日
遠
江
守
護
代
甲
斐
祐
徳
奉
書
案
、
東
百
さ
、
『
静
』
一
四
八
七

（
2
4
）
　
応
永
三
十
四
年
十
月
十
五
日
室
町
幕
府
管
領
奉
書
（
壬
生
文
書
、
『
静
』
ニ
ー
一
七
〇
〇
）

（
2
5
）
　
東
寺
実
相
寺
造
営
遠
江
国
段
銭
事
書
案
（
東
百
又
、
『
静
』
二
ー
二
一
八
〇
）

（
2
6
）
　
康
正
二
年
造
内
裏
段
銭
・
国
役
引
付
（
『
静
』
二
ー
二
二
五
二
）

（
2
7
）
　
『
静
岡
県
史
通
史
編
2
中
世
』
第
2
編
第
4
章
第
4
節
「
蒲
御
厨
」
（
執
筆
永
村
真
）
。
こ
の

　
　
叙
述
は

蒲
御
厨
を
包
括
的
に
扱
っ
て
お
り
、
良
質
の
通
史
で
あ
る
が
、
「
県
史
」
の
性
質
上
鋭

　
　
角
的
な
分
析
は
控
え
ら
れ
て
い
る
。

（
2
8
）
　
菊
池
武
雄
「
戦
国
大
名
の
権
力
構
造
－
遠
州
蒲
御
厨
を
中
心
と
し
て
　
　
」
（
『
歴
史
学

　
　
研
究
』
一
六
六
号
、
一
九
五
三
年
）
。
公
文
層
に
つ
い
て
、
①
名
主
職
を
持
つ
、
②
公
文
と
し

　
　
て
各
郷
名
の
年
貢
公
事
在
家
役
の
徴
集
権
を
有
す
、
③
年
貢
和
市
権
を
も
つ
、
④
給
田
、
免

　
　
租
屋
敷

地
、
免
役
を
与
え
ら
れ
て
い
た
、
⑤
土
地
所
有
の
内
容
と
し
て
は
一
部
の
手
作
地
と

　
　
請
作
地
か
ら
な
り
、
下
人
を
所
有
し
、
農
繁
期
に
は
名
子
的
性
格
の
平
百
姓
を
動
員
し
て
い

　
　
た
、
等
を
指
摘
し
て
い
る
。
と
く
に
⑤
の
樒
役
労
働
収
取
体
制
を
家
父
長
制
的
奴
隷
制
に
ひ

　
　
き
つ
け
て
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

（
2
9
）
　
大
山
喬
平
「
一
五
世
紀
に
お
け
る
蒲
御
厨
地
域
の
在
地
構
造
」
（
『
オ
イ
コ
ノ
ミ
カ
』

　
　
3
－
1
・
2
、
一
九
六
六
年
）
。
こ
の
論
考
は
、
蒲
御
厨
内
の
村
落
間
構
造
（
農
業
生
産
力
構

　
　
造
）
や
公
文
層
問
に
広
が
る
主
従
制
的
関
係
を
鋭
く
分
析
し
て
い
る
。

（
3
0
）
　
年
欠
（
宝
徳
三
年
）
十
月
日
蒲
御
厨
諸
公
文
百
姓
等
申
状
（
東
大
寺
文
書
、
「
静
』
二
ー
二

　
　
一
二
八

（
3
1
）
　
註
（
2
9
）
と
同
じ

（
3
2
）
　
東
大
寺
文
書
、
『
静
』
二
ー
一
＝
〇
八

（
3
3
）
　
註
（
3
0
）
に
同
じ

（
3
4
）
　
東
大
寺
文
書
、
『
静
』
二
ー
二
一
二
九
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（
3
5
）
　
東
大
寺
文
書
、
『
静
』
二
ー
二
一
四
三

（
3
6
）
　
註
（
3
5
）
に
同
じ

（
3
7
）
　
東
大
寺
文
書
、
『
静
」
二
ー
＝
ハ
五
二

（
3
8
）
　
東
大
寺
文
書
、
『
静
』
二
ー
ニ
ハ
五
三

（
3
9
）
　
い
つ
れ
も
東
大
寺
文
書
、
『
静
』
二
の
番
号
の
み
記
す
。
二
四
七
七
、
二
四
七
八
、
二
四
七

　
　
九
、
二
四
八
〇
、
二
四
八
一
、
二
四
八
二
、
二
四
八
↓
『
二
四
八
四
、
二
四
八
五
、
二
四
八

　
　
六
、
二
四
八
七
、
二
四
八
八
、
二
四
八
九
。

（
4
0
）
　
東
大
寺
文
書
、
『
静
』
二
ー
二
二
四
三

（
4
1
）
　
東
大
寺
文
書
、
『
静
』
二
ー
二
四
六
九

（
4
2
）
　
年
月
日
欠
（
康
正
元
年
）
蒲
御
厨
東
方
・
西
方
年
貢
銭
進
未
注
文
（
東
大
寺
文
書
、
『
静
」

　
　
二
ー
二
二
五
三
）

（
4
3
）
寛
正
五
年
三
月
二
三
日
蒲
御
厨
公
文
職
宛
行
状
（
東
大
寺
文
書
、
『
静
』
ニ
ー
二
四
四
三
）

（
4
4
）
　
註
（
4
2
）
に
同
じ

（
4
5
）
　
東
大
寺
文
書
、
『
静
』
二
ー
二
一
四
〇

（
4
6
）
　
註
（
3
5
）
に
同
じ

（
4
7
）
　
東
大
寺
文
書
、
『
静
』
二
ー
二
一
七
二

（
4
8
）
　
「
今
度
上
洛
仕
候
衛
門
太
郎
、
公
文
と
ま
か
り
成
、
公
方
様
へ
出
仕
申
候
」
（
東
大
寺
文
書
、

　
　
『
静
』
二
ー
二
一
四
三
）
、
ま
た
東
大
寺
の
側
が
「
端
和
公
文
」
に
対
し
て
参
洛
を
求
め
て
い

　
　
る
（
東
大
寺
文
書
、
『
静
』
二
⊥
一
＝
○
）
。

（
4
9
）
　
応
永
二
九
年
八
月
四
日
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
（
東
大
寺
文
書
、
『
静
』
ニ
ー
一
六
四

　
　
六
）

（
5
0
）
　
享
徳
二
年
蒲
御
厨
西
方
年
貢
銭
納
状
案
（
東
大
寺
文
書
、
『
静
』
二
i
一
＝
八
三
）

（
5
1
）
　
年
欠
（
康
正
三
年
）
十
一
月
二
三
日
蒲
御
厨
代
官
石
田
義
賢
書
状
（
東
大
寺
文
書
、
『
静
』

　
　
二
ー
二
二
三
一
）

（
5
2
）
　
年
欠
十
二
月
十
七
日
弥
太
郎
書
状
（
東
大
寺
文
書
、
『
静
』
ニ
ー
二
二
三
五
）

（
5
3
）
　
東
大
寺
文
書
、
『
静
』
二
ー
二
一
九
七

（
5
4
）
　
東
大
寺
文
書
、
『
静
』
二
ー
二
二
⊥
二

（
5
5
）
　
東
大
寺
文
書
、
『
静
』
二
ー
二
二
四
〇

（
5
6
）
　
註
（
3
5
）
に
同
じ

（
5
7
）
　
東
大
寺
文
書
、
『
静
」
二
i
二
二
三
二

（
5
8
）
　
氏
信
・
金
平
連
署
奉
書
案
（
東
大
寺
文
書
、
『
静
』
二
ー
二
二
三
三
）

（
5
9
）
　
東
大
寺
文
書
、
『
静
』
一
一
ー
二
二
三
五

（
6
0
）
　
東
大
寺
文
書
、
『
静
』
ニ
ー
二
二
三
六

（
6
1
）
　
大
山
喬
平
註
（
2
9
）
論
文

（
6
2
）
　
東
大
寺
文
書
、
『
静
』
二
ー
二
三
五
七

（
6
3
）
　
大
山
喬
平
「
戦
国
大
名
領
下
の
荘
園
所
領
　
　
遠
江
国
浜
名
神
戸
大
福
寺
i
」
（
『
小
葉

　
　
田
淳
教
授
退
官
記
念
国
史
論
集
』
所
収
、
一
九
七
〇
年
）

（
6
4
）
　
勝
俣
鎮
夫
「
戦
国
大
名
今
川
氏
検
地
の
一
事
例
」
（
『
戦
国
法
成
立
史
論
」
所
収
、
初
出
一

　
　
九
七
五
年
）

（
6
5
）
　
有
光
友
学
『
戦
国
大
名
今
川
氏
の
研
究
』
第
二
章
第
五
節
一
「
天
文
十
三
年
「
大
福
寺
領

　
　
注
進
状
案
」
の
性
格
」
、
本
多
隆
成
「
遠
州
大
福
寺
領
の
「
代
」
と
加
地
子
得
分
」
（
『
歴
史
評

　
　
論
』
四
九
四
号
、
一
九
九
一
年
）
、
臼
井
進
「
戦
国
大
名
今
川
氏
領
国
化
に
お
け
る
荘
園
所

　

　
領
ー
大
福
寺
文
書
を
事
例
と
し
て
ー
」
（
『
武
田
氏
研
究
』
一
四
号
、
一
九
九
五
年
）
な

　
　
ど
。

（
6
6
）
　
大
福
寺
文
書
（
『
静
』
三
ー
七
三
八
）
、
な
お
大
福
寺
文
書
に
つ
い
て
は
写
真
版
を
参
照
し

　
　
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

83　82　81　80　79
）　　　）　　　）　　　）　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　

78　77　76　75　74　73　72　71　70　69　68　67

大
福
寺
文
書
（
『
静
』

大
福
寺
文
書
（
『
静
』

大
福
寺
文
書
（
『
静
』

大
福
寺
文
書
（
『
静
』

大
福
寺
文
書
（
『
静
』

註

（
6
7
）
に
同
じ

大
福
寺
文
書
（
『
静
』

大
福
寺
文
書
（
『
静
』

大
福
寺
文
書
（
『
静
』

大
福
寺
文
書
（
『
静
』

『静
岡
県
の
地
名
』

註

（
7
0
）
に
同
じ

大
福
寺
文
書
（
『
静
』

大
福
寺
文
書
（
『
静
』

大
福
寺
文
書
（
『
静
』

　
｜

三
竺

　
｜

五

：
○

　
｜

宍
さ

　
｜

毛
さ

　
1

八

　
二
ー
一
二
二
四
）

　
二
ー
二
六
一
五
）

　
一
ー
一
七
〇
〇
）

　
一
ー
一
七
六
九
）

（日
本
歴
史
地
名
大
系
2
2
、
平
凡
社
）
参
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ー
二
五
四
五
∀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
ー
一
三
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
ー
四
九
）

　
　

大
福
寺
不
動
堂
建
立
記
（
大
福
寺
文
書
、
『
静
岡
県
史
料
第
五
輯
』
所
収
）

　
　

薗
部
寿
樹
「
日
本
中
世
村
落
内
身
分
の
研
究
』
第
三
章
「
中
世
後
期
村
落
に
お
け
る
乙

　

名
・
村
人
身
分
」
参
照

（
8
4
）
　
大
福
寺
文
書
（
『
静
』
二
ー
二
一
〇
〇
）

（
8
5
）
　
大
福
寺
文
書
（
『
静
』
　
一
ー
一
四
〇
〇
）

（
8
6
）
　
大
福
寺
文
書
（
『
静
』
二
ー
二
六
一
五
）

（
8
7
）
　
註
（
8
2
）
に
同
じ

（
8
8
）
　
宮
司
吉
書
（
『
静
』
三
－
二
三
）

（
8
9
）
惣
官
家
日
記
（
『
静
』
三
⊥
一
六
五
五
）
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（
9
0
）
　
大
福
寺
文
書
（
『
静
』
三
ー
＝
二
九
）

（
9
1
）
　
明
徳
二
年
十
二
月
十
三
日
良
秀
田
地
寄
進
状
（
大
福
寺
文
書
、
『
静
』
二
ー
＝
三
四
）

（
9
2
）
　
永
正
七
年
極
月
十
二
日
岡
本
信
久
寄
進
状
（
大
福
寺
文
書
、
『
静
』
三
ー
五
三
こ

（
9
3
）
　
註
（
5
）
伊
藤
俊
一
論
文

（
9
4
）
　
佐
々
木
潤
之
介
『
幕
藩
制
国
家
論
』
n
章
「
兵
農
分
離
の
過
程
」
で
「
社
会
的
権
力
」
概

　

念
が
措
定
さ
れ
て
い
る
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
）
。
在
地
荘
官
層
を
「
社
会
的
権

　

力
」
と
し
て
措
定
す
る
た
め
に
は
、
本
文
で
指
摘
し
た
事
柄
と
と
も
に
、
村
落
に
対
す
る
強

　

制
力
発
動
の
側
面
を
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
9
5
）
榎
原
雅
治
『
日
本
中
世
地
域
社
会
の
構
造
』
第
一
部
第
一
章
「
十
五
世
紀
東
寺
領
矢
野
荘

　
　
の
荘
官
層
と
村
」
（
二
〇
〇
〇
年
、
校
倉
書
房
）
、
初
出
は
一
九
八
五
年
。

（
9
6
）
　
康
正
二
・
三
年
に
お
け
る
諸
公
文
等
に
よ
る
蒲
御
厨
用
水
開
発
計
画
な
ど
。
た
だ
こ
の
開

　
　
発
計
画
を
画
期
的
な
も
の
と
す
る
か
、
中
世
を
通
じ
て
く
り
か
え
さ
れ
た
も
の
と
す
る
か
、

　
　
大
山
喬
平
前
掲
註
（
2
9
∀
論
文
も
注
意
し
て
い
る
が
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（筑
波
大
学
歴
史
・
人
類
学
系
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

　
　
（
二
〇
〇
二
年
六
月
七
日
受
理
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
四
日
審
査
終
了
）
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Clligyo　System　of　the　Tokai　Slloen　in　the　Mllromachi　Period

YAMAMoTo　T瓠（ashi

Shoen　in　the　Muromachi　period　are　often　treated　as　where　the　zaichi　ryoshu　system　developed，　but

there　has　been　virtually　no　research　pursuing　the　pecuUar　apProach　to　shoen　control　in　th輌s　period　as

an　independent　topic．　To　make　up　for　that　de丘ciency，　this　paper　looks　at　the　shoen　and　mikuriya　in

T6toumi　proWnce　around匂ke　H㎜ana，也inking　about血e允rm匂ken　by血e　shok田1（z田chi　shokan，

resident　managers）who　work　under　the　nengu　ukeoi　daikan　system（the　of丘cial　contracted　to　collect

annual　tributes），and　who　are　in　contact　with　the　villages　and　sakunin　workers．　It　attempts　to　resolve

the　issue　of　how　they　provided　support　fbr　the　shoen　system　in　this　period．　From　about　the　middle　of

the　15th　Century　through　the　second　half　of　the　Century，　shoen吻物θηg％was　collected，　and　the

zaichi　shokan，　who　was　the　main　collector，　was　very　active．　In　the　Kaba－no－mikuriya，　wealth　was　accu－

mulated　by　powelrful　local　people　being　involved　in　trade，　based　on　kumon－shiki　scribes，　which　put

them　in　opposi60n　to　the　shugo－hikan　who　tried　to　negate　such　activity．　In　the　Da血kuji　ryo，　the　status

of　the亘ght　to　collect　annual　tributes　tended　to　concentrate　in　the　local　power仙people．　As　part　of　their

adjustment　of　the　overall　level　of　load　including　the　shoen　honnengu　and　the　levies　imposed　by　the

shugo，　which　were　on　an　increasing　trend，　the　level　where　the　shokanshiki　were　concentrated　repre－

sented　the　interests　of　the　villager　side，　but　at　the　same　time　increasingly　maintained　a　certain　degree

of　proximi⑲to　the　kokujin　and　shugokata，　gradually　moving　away仕om　the碗llages　an曲㎜ing　their

own　independent　power　in　society．　The　Tokai　shoen　in　the　Muromachi　period　continued　to　exist　in

this　form，　bea亘ng　the　burden　of　both　the　honnengu　and　the　levies　imposed　by　the　sカ㎎o藺’α．
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